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第一章 緒 言

乾 酪姓 肺 炎 ハ人 膿 肺 結 核 症 中、 特 殊 ノ地 位 ヲ占

ム ル モ ノニ シテ、 之 ξ蘭 スル先 進 諸 家 ノ業績 甚

ダ多 シ。

元 來 肺 結 核 症 ノ病 理 學 的 拉 ビニ組 織 學 的所 見 ハ

同 一個 艘 二 於 テ モ 多 種 多 様 ニ シ テ、 壇殖 性 攣

化 、 滲 出性 及 ビ乾 酪 性 攣 化、 叉 ハ軟 化、 室 洞 化

或 ハ結 締 織 化 等 二至 ル各 種 ノ墜 化相 錯 雑 シ、 ソ

ノ像 複 雑 多 岐 ヲ極 ムル モ、 之 等 病 攣 ガ結 核 菌 二

由來 スル ハ明 ラカ ナル事 實 ナ リ。

然 シテ斯 カル檜 殖 性 及 ビ滲 出性 函 攣 化 ガ如 何 ナ

ル機 轄 二依 リ招來 スル ヤ、 ソ レガ嚢 生 二關 シテ

ハ、 從 來軍 二結 核 菌 ノ量 的 關 係 、 毒 性 ノ強 弱 、

部 位 的 關係 ニ ヨリテ読 明 セ ン トス ル モ ノ多 ㍉

帥 チ菌 量 小 ニ シテ弱 毒 ナ レバ増 殖 性 トナ リ、 之

二反 スル時 ニ ハ滲 出性 トナ リ
、 又 壇 殖 性 攣 化 ノ、

間 質組 織 二作 用 シテ、 固 定 結締 織 ノ檜 殖 ヲ招 來

スル事 二依 リ、 滲 出 性 攣 化 ハ 菌 ガ肺 胞 内 二侵襲

スル ニ 依 ル トナ セ リ(Orth,Ziegler) 。 或 ヒバ

結 核 菌 燈 ノ異 物 作 用 及 ビ菌 ノ代 謝 産 物 二依 ル モ

ノニ シテ、 帥 チ異 物 作 用 二依 リテハ結 核 ヲ形 成

スル喀 殖 性 愛 化7圭 ト シ、 代 謝 産 物 二 依 リテハ

滲 出性璽 化 ヲ 主 トシテ 招來 ス ト云 フ(Nicol,

Baumgarten,Fr乞nkel,Troje)。

又 乾 酪璽 性 ノ 成 因 二關 シテハ、Huebschmann,

Page1・ ・大 量毒 ノ作 用 スル ト同 時 二、Allergie

ガ重 要 ナ ル役 割 ヲ演 ズ ル モ ノナ リ ト云 ヘ ル モ、

未 ダ確 定 ノ域 二達 セ ズ。

翻 テRδssle及 ビ 其 ノ門 下 生 二 依 ヅテ 組 織 ノ

Allergie性 憂 化 ノ 形 態 學 的 把 握 二 成 功 シテ以

來 、Klinge/Rheumatismus二 於 ケル、馬 杉

教 授 ノ縣 毬 艦 腎 炎 二於 ケル、 夫 等 ノ嚢 生 機 轄 ヲ

Allergie二 依 リテ説 明 シ斯 界 ノ注 目 ヲ喚 起 セ シ

ムル所 ア リ シ モ、 之 等 業 績 ノ多 クハ 異 種 血 清 ヲ

抗 原 二使 用 シ、 細 菌 膿 ヲ抗 原 トセル研 究 ハ比 較

的 少 ク、 結 核 二 關 シテ モ大 葉 性 乾 賂 性肺 炎 ノ如

ク、 ソvガ 登 生 二Allergieガ 必 須 條 件 ナ リ ト

思 帷 セ ラル ・モ ノ ニ於 イ 千 モ、 未 グ ソ ノ典 型 的

病 憂 ヲ實 験 的 二惹 起 セ3メ 得 ザ ル現 厭 ナ リ。

然 ル ニ近 時 武 田教 授 ゑ ド新 保助 教 授 ハ實 験 的 結

核 「ア シル ギー 二關 ス ル研 究 二於 テ、 結 核 感 作

動 物 ノ氣 道 内 二結 核 菌 ヲ接 種 ス ル時 ハ 初 期 二實

瞼 的 血 清rアyル ギーコ性肺 炎 ニー 致 スル滲 出 性

肺 炎 像 ヲ示 ス モ、 後 期 二於 テ増 殖 性 結 節 形 成 二

移 行 ス ル病憂 ヲ示 ス ヲ確實 ニ シ タル後 、 同 盧 置

二Adrenalin注 射 ヲ併 用 セ ル例 二於 テハ
、 肺

ハ 充 血期 、 大 細 胞 性 肝 璽 期
、 乾 酪 攣 性 期 、 室 洞

形 成 期 ノ4期 ヲ経 過 スル大 葉性 乾 酪 性 肺 炎 ヲ示

シ、 コ ノ際 典型 的 結 核 結 筋 形 成 ヲ見 ザ ル事 實 ヲ
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知 リ、 之 等 病 墾 ノ登 生 ハAdren・1in虚 置 ニ ョ

ル抗 髄 ノ多量 肺 胞 内 嚢現 及 ピ抗 原 タル菌 ノ長 期

肺 胞 内停 留 ニ ョル 増 彊 セ ラ レ タル 肺 胞 内結 核

「アレ ル ギ ー」二原 因 ズル モ ノナル ヲ立 誕 セ リ
.

從 ツテ コ ノ實 験 的乾 酪 性 肺 炎 ニー 致 スル 入罷 ノ

乾 酪 性 肺 炎 ノ費生 原 因 ヲ結 核 「ア レル ギー」二置

カ ン トスル モ ノナ リ登

コ ノ際 氏 等 ハ該 肺 炎 像 二於 テ、 繊 維 素性 大 細 胞

性 病 竈 ト穎 粒 細 胞 膿 様竈 トノ三病 相 ノ交 瓦 糞生

ヲ指 摘 シ、 前 者 二結 核 菌 少 ク後 者 二多 量 ナ ル事

實 ヲ アゲ、 前 者 ハ 抗 原 薦 量 ノ比 較 的 少 キ爲、 ・

「ア レル ギー;反 鷹 二際 シ菌 ハ殆 ン ド使 用 セ ラ レ

タル モ ノニ シテ、 良 好 ナ ル経 過 ヲ トル ニ反 シ、

後 者 ハ菌 量 多量 ナル爲 二反 磨 後 二於 テ モ菌 ハ残

存 軌 結 局乾 酪 陛病 攣 二移 行 ス ル モ ノナ ノレヲ主

張 シ、 人髄 二於 テモ 同様 ノ過 程 ノ存 ス ル事 ヲ豫

想 セ リ。 然 カ レ共 氏 等 ノ研 究 ハ圭 ト シテ實 験 的

研究 二終 始 シ、 入 艦 二於 ケ ル 同様 ノ病 攣 二於 テ

實 験 的 肺 炎 トー致 スル磯 轄、 経 過 ヲ示 スヤ 否 ヤ

二就 イ テハ未 ダ確實 ナ ル謹 明 ヲ鉄 クモ ノナ リ。

最 近 家 森 ハ乾 酪 竈 内 ノ結 核 菌 所 見 ト室洞 形 成 二

關 シテ、 結 核 病 竈 ヲ菌 量 少 キ滲 出細 胞 性炎 症 ト

菌 量 多 キ 白1短求竈 二匠 別 シテ、 後 者 二乾 酪憂 性

多 キ事 實 ヲ アゲ、筒 井 亦結 核 結 節 ノ構 成 ノ研 究

二於 テ、 滲 出性 炎症 ヲ白 血球 性 肺 炎 ト漿液 性 炎

症 トニ分 ケ ソ ノ繹 過 ノ差異 二就 イ テ論 ゼ ル モ ノ

ァ ・1、武 風 新 俣 ノ實 瞼 的 二爲 セ ル病 攣 トー致

スル所 見 ヲ記 載 セ ル モ ノ多 キ モ、 ソ ノ登 生 原 図

ト繹 過 二關 シ未 グ詳細 大 ル観 察 ヲ行 ヒ タノレモ!

ナ シ。

余 ハ主 トシ テ人 艦 二於 ケル乾 酪 性 肺 炎 ガ武 田、

新 保 ノ爲 セル實 瞼 的乾 酪 性 肺 炎 ノ三 病 相 ト如 何

ナ ル程 度 二於 テー致 ス ル モ ノナ リャ ヲ迫 求 シ、

併 セ テ之 等 病 壁 ガ如何 ニ シテ爽 生 シ経 過 スル モ

ノナ リャ ヲ、 氏 等 ノ實 駿 的 「ヲ レル ギー 」性 肺 炎

ノ爽 生機 序 ヲ根 擦 トシテ解 明 セ ン ト意 圖 シ、 吹

ノ研 究 ヲ行 ヒ タル モ ノナ リ.1

第二章,槍 査材料及 ビ方法

北大病理學教室 二於 ・剖盆二附セル肺結核屍材

料中ヨリ、剖検 コ録鏡二病理組織學的所見 二依
キ

リ、 確實 二 肺=滲 骸性 病竈 ノアル モ ノ67例 ・::

就 キ、Para臣 包埋 切 片 ヲ作 製 シ・組織 ノ染 色

ニ ハ主 ト シテHaematoxylin-E◎ 導in重 複染 色

ヲ行 ヒWpigert氏 繊 維 累 染 色、Weigert氏

Elastica染 色 〃 他 必 要 二慮 ジテ特 殊 染色 ヲ行

ヒ、 又結 核 菌』染 色 ニ ハZiehl-Nielen氏 染 色 法

ヲ行 ヒ鏡 検 セ リ。

滲 出性 乾 酪 性 結 核 肺 病 攣 即 チ乾酪 性肺 炎 ハ從 來

病 理 解 剖 學 的 二侵 襲 セ勘病竈 ノ廣狭 二依 リ、 細

葉 陛滲 出性 結 核 、 小 葉 性乾酪 性肺 炎及 ビ大 黛 性

乾 酪 性 脈 炎 ノ三 者 二大 別 セ ラル ・モ ノナ リ。 今

ソ ノ病 理 組 織 學 的 検 索 ヲ試 ムル ニ ア タ》、 余 モ

又實 験 材料67例 ヲ三 群 二大 別 シ、且 組 織 標 本 作

製 ニ ハ 同一 例 二於 テ任 意 二相 異 ナ レル1乃 至 撒
、

ケ所 ノ部 位 ヲ選 ピ タ リ。
,

之等組織標本所見 ノ記載 二當 リ、肺胞内二出現

スル繊維素、大滲出細胞、多核 白血球、淋巴球、

結核菊及 ビ乾酪性病憂 ノ追求 ヲ圭眼 トセルモ、

解明 ノ便宜上特二繊維素 ノ多寡 ヲ基準 トシテ病

竈 ヲ撒型 二分類 セリ、

以上三群中大葉性肺炎 ハ勿論全葉二亙ル滲出性

炎症 ヲ圭罷 トセルモノヲ選 ビテ検索二供 シタル

モ、小藥性肺炎ハ層殖姓結節形成 ヲ認ムル部位

アリ。斯 カル材料 二於 テハ主二滲出性炎症多 キ

部位 ヲ検索二供 シ、組織的ニモソノ滲出性炎性

攣化 ヲ圭眼 トシテ追求 セリ。細葉性滲出性炎症

キハソノ大部分ハ屠殖性結節形成 ヲ認 ムルモノ

ニ シテ、例二依 ・}テハ大部分壇殖性 ナルモノァ

防.然 レ共組織的二検 スル時ハ ソノ結節悸病攣

ノ周園或ハ掲立 シテ滲出性攣化ヲ具備 スル事多

例 ヲ以テ、鏡検二際 シテハ斯 カル細葉性肺炎豫

ヲ主禮 トシテ検 シ、 コノ際二混在スル壇殖炎ハ

余 ノ直接 ノ目的二非 ラザルヲ以テ検索 ノ外二置
の

キ タ リ。,
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剖 検所 見:左 肺24×15×6

第三章 検査成績

第 一節 大葉性乾酪性肺炎例

硬度多少増 加、割 面 ヲ見ルニ、。上葉 ハ散在性 二多籔 ノ

碗 頭大 ノ茨 白色 ヲ呈セル結節 ヲ示 シ、下葉 ハ大部分 二

.於テ乾酪性肺 炎像 ヲ認 人 内面二乾酪性物質 ヲ以 テ充

タサ 〃 ル栂指 頭大 ノ空洞 ヲ認 ム.

第1表 大葉性乾酪性肺炎例

欄 難 鶴i灘i
lll器}一 ・+卜 一 一 一

灘 華1
1014

1544

響

柵
∫

二
掛

当
、「
亙

+
…柵

π
÷

州
π
三

三

柵
三

『

7

+
三

÷

=

3
τ

5
τ
τ

1715

1上縢÷籍=

一i什 ±++++++

組織學的所見 ・比較的新鮮 ナル 病鷹ニ シテ 繊 維素 ノ

析出著明ナ リ。

1)稽 〈廣 範園 二亙 り繊維素析 出著明 ル 病竈ニ シ

テ、ソノ中心部ニ ア ㌃テへ 繊維素 細 ク所 々二繊維 素

ノ序在 セザル空 白部 ヲ認 メ、周邊部 二於テハ太 キ繊 維

素 ハ粗 ナルNetzヲ 形成 シ、 ソ ノ朕 中心部 ヨ リ吸牧

機轄 ノ起1/ル ガ 如キ 所見 ヲ呈ス、細胞成分 ハ少籔 ニ

シテ髪牲 ヲ示サ ズ.結 核菌 ハ認 メ難 シ.
2)前 記病竈 二近 ク、繊維素太 グ、周邊叡 ニ ハ 明 ラ

カニ膠様繊維 ノ培殖 ヲ見、之等繊維 ハ中心部 二向 ヒ侵

入 セル如 キ所見 ヲ認 ム.結 核菌 認 メ難 シ.
『3)繊 維素殆 ンド見 ラvズ

、主 トジテ 大滲 出細胞及

ビソノ核融解、核破確片 ノ多籔二認 メラ〃 ・モ、結核

菌 ハ陰性 ナ リ.

4>前 記病 竈 ノ更二進 ミタルモ ノニ シテ、乾酪化 ヲ示

セル部位及 ビ脂肪攣 性 ヲ 示 セル 部位 ヲ見ル.結 核菌

謹 明 シ得 ズ,ノ

5)乾 酪墾性強 久 多鍛 ノ多核 白血球 ハ核破 確叉 ハ核

融 解 ヲ示ヌ.結 核 菌 ハ散 在性 二多鍛ニ シテ穂 く短、叉

ハ涙 レタル如 キ形 態 ヲ示スモ ノ多シ.

SN.1014

剖槍 所見:左 肺23×15×5.

容積大、硬 度不等、割面 ヲ見 ルニ、下葉 ノ上部 二乾酪

性肺 炎竈 ヲ認 メ、上葉 二於 テノ・散在性 二大小不 厨 ノ乾

酪化竈 ヲ見ル。 氣管支粘膜 ハ平滑 ニ シテ 輕 度 ノ充血

ヲ示 セ リ。

組織學的所 見{

1肺 胞 内二繊維素 ノ右 出多量 ニ シテ、大滲 出細胞、

淋巴球、少 轍 ノ脱落上皮 ヲ認 ムル モ多核 白血球 ヲ認 メ

ズ、結核菌陰性 ナ リ.

2)繊 維素 所出稽 く少P,之 二反 シ大滲 出細胞多鍛二

存 在ヌル モ、多核 白血球 ハ殆 ン ド認 メラ レズ、結核菌

陰性 ナ リ.

3ノ 繊維素析 出僅少、肺胞 内 ハ主 トシテ大滲出細胞見

ラレ核融解 ヲ示 セ リ.ソ ノ他少数 ノ多核 白血球 存在

シ、乾酪化 ノ傾 向強 シ,菌 ハ讃 明 シ得 ズ。

4)繊 維素及 ビ 大滲 出細胞 ヲ認 メズ.肺 胞 内ユ ハ多

数 ノ多核 白血球及 ビ ソノ核融解、核破碑片 ヲ見ル.絡

核菌 ノ・多鍛 ニ シテ稽 く短 カキ桿菌形 ヲ成 シ、細胞 内或

ハ細胞外 二散在性 二詮明 セラル.

5)乾 酪化 竈ニ シテ軟化 ノ傾向 ヲ示 シ、肺胞隔壁 ハ不

明 トナ リ、多籔 ノ多核 白血 球 ノ核破確片 ヲ認 メ、暉 力

繊 維 ハ僅 カニ 見 ラル ・ノ ミナ リ.結 核菌 ハ甚 ダ多籔

ユ シテ、 散在性 或 ハ 集幽性 ヲナ シ、形歌稻 く短 ナル

モ ノ、涙 レタル如 キモ ノ及 ビ穎粒 型ナ リ。

SN.1544

剖検所 見:左 肺13×21×7

硬 度一般 二稽 く堵加、割面 上、上葉 傷於テ栂 指頭 大 ノ

軟化空洞 ヲ認 メ、下葉 ハ大部分 二亙 リテ乾酪攣性 竈 ヲ

認 へ 肺門部淋 巴腺 ハ腫脹 ヲ示 セ サ.

組織學 的所 見:

1)肺 胞 内ニハ大滲 出細胞精 く多鐵 二認 メ ラV、核融

解 セノレモ ノ存 ス.乾 酪憂性 ノ傾向 ア リ.結 核菌 ヲ認

メ ズ燈

2)多 撒 ノ多核 白血球 ハ核破埣 ヲ起 シ、軟化 ノ傾 向 ヲ

示ス.結 核 菌 ハ多数 ニ シテ、集團 ヲ成 シ、形朕 ハ短及

ビ穎粒型 ナ リ書

SN.1715
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剖橡所 見:右 肺21x15×7

表面 ハ繊維性物質 ヲ以 テ 被 ハル.硬 度 ハ上葉二於 テ

ハ可成 胆曾加 ヲ示 セルモ、他 ノ部 位二 於テ ハ 正常 ナ

リ.割 面 ヲ見 ルニ上葉 ハ茨 白色 ヲ呈シ、大部 分二於 テ

乾酪性肺炎竈 ヲ認 ム.中 葉及 ビ下葉 ハ暗赤色 ヲ呈 シ、

多藪 ノ粟粒大 ヨリ腕頭大二 及 ベル 友 白色 ノ結 節 ヲ認

小

大葉性肺炎ハソノ病竈二依 リ、繊維素 ノ折出多

量ナル病竈(第1型)、 大滲出細胞 ノ多数 二認 メ

ラル ・病竈(第ll型)及 ビ多核白血球 ノ多籔二認
の

メ ラル ・病 竈(第 皿型)ノ 三 者 二歴 別 シ得 ラ レ、

之 等3型 ハ 耳 二 藪 佃 ノ 肺 胞 ヲ 中 心 ト シテ出現

シ、 混 在 或 ・〉所 々 二掲 立 シテ認 メ ラル、 興 味 ア

ルハ 第1型 二於 テハ、 多 ク 大滲 出細 胞 ヲ混 ジ皿

型 ヘ ノ移 行 型 ヲ示 シ乾 酪攣 性 二隆 ル事 ナ ク、 全

ク顯 微 鏡 的 二-菌ヲ 謹 明 セザ ル ニ反 シ、 皿型 ハ殆

ン ド織 維 素 ノ褒 現 ナ ク、 毎 常乾 酪 鍵 性 ヲ示 シ、

多 量 ノ菌 ヲ謹 明 シ 得 タル 事 ナ リ。 又1一 皿型 ノ

移 行 型 ト見 ラル ・猛型 二於 イ テハ織 維 素 比 較 的

・ 第 二節

SN.1687

1)稽 く陳 藩 ナ ル病 竈 ニ シ テ、肺 胞 内 ニ ハ繊 維素 ノ析

出 多 ク、ソ ノ間 二少 轍 ノ大 滲 出 細胞 ヲ認 ムル モ乾 酪 牝

ノ傾 向 ハ看 取 セ ラ レズ.結 核 菌 ハ陰性 ナ リ.

2)肺 胞 ハ境 界不 明 〉ナ リ、多 籔 ノ多核 白血 球 ハ核 破

確 ヲ起 シ、 乾 酪攣 性 二 昭 肌 結 核菌 ハ集 籏 的 二多 数 二

認 メ ラ レ、精 く細 短、 涙 レタ ル が如 キ形 態 ヲ示 セ リ、

SN。1515

1)稽 く陳 鰹 ナ ル病 竈 ニ シ テ、肺 胞 内 二 中 等 量 ノ繊 維

素 析 出、少 数 ノ大 滲 出細 胞 及 ビ淋 巴 球 ヲ認 ム.乾 酪 化

ノ傾 向 ヲ示 サメ 、 結 核 菌 ヲ誼 明 セ ズ.

2)廣 範園 二亙 り乾 酪 塑 性 二昭 り、肺 胞 隔 壁 不 明 トナ

リ、 多倣 ノ 多核 白血 球 及核 破 確 片 ヲ認 ム.結 核 菌 ハ

集 團 的 二多 倣 二認 メ ラy、 稽1細 短、 振 レタル 如 キ モ

ノ或 ハ穎 粒 型 ナ 琳

SN.1511

1)比 較 的 陳 鱒 ナ タレ病 竈 ニ シテ、肺胞 内 ハ繊 維 素 ヲ以

テ 充 タザ 監 大 滲 出 細 胞及 ビ ゾ ノ核 融 解 セル モ ノヲ認

ムル モ、 菌 ハ陰 性 ナ リ,

2)乾 酪 璽 性 二 隅 り、 多核 白血 球 ハ核 破 確 、所 二y"})

軟化 ヲ示 セ リ.菌 ハ集 團 ヲナ シテ 多数 二 認 メ ラ レ、細

短 、 涙 レタ ル如 キ モ ノ、 顧 粒 型 ナ リ.

メタ リ。 氣管 支粘膜 ハ強 〃充血 シ、少量 ノ粘液 ヲ以 テ

被 ハル。氣管 支淋 巴腺 ハ腫脹 ヲ示 サズ。

組織 學的所見:

肺胞 内ニ ハ大滲 出細胞及 ビ 多数 ノ 多核 白血球及 ビ核

破確片 ヲ認 ム.結 核菌 ハ散在性 二多歎二謹 明 セラ レ・

細胞 内或 ハ細胞 外 二遊 離 シテ存 シ、桿 菌ナ リ。

括

少 ク且 多核 白血 球 ノ少 量 ナル鮎 二於 テ前 二二者 ノ

何 レ トモ相 違 スル モ、 大 滲 出 細 胞 ハ常 二多 量 二 ト

シテ1型 二近 ク、 屡 く乾 酪 璽 性 ヲ示 ス部 位 アル

ハ 皿型 二類 シ、 又殆 ン ド菌 ヲ 謹 明yザ ル貼 ハ1

型 二類 ス ル モ ノナ リ。 而 モ之 等3型 ハ 時 期 的 ニ

ハ殆 ン ド互 二 移 行 スル 像 ヲ 認 メ 難 キ モ ノニ シ

テ、 夫 々凋 立 シ タル蓮 命 ヲ有 スル モ ノ ト信 ゼ ラ

ル。 而 シ テ之 等 三 種 ノ病 璽 ハ殆 ン ド各例 二認 メ

ラル ・モ、 時 二織 維 素 竈 ヲ 鋏 クモ ノ ア リ、m型

ヲ示 ス場 合 多 ク、 從 ツ テ高 度 ノ乾 酪 攣 性 ヲ示 セ

ル 皿型 ハ爾 型 ノ移 行部 二多 ク認 メ ラ レタ リ.

小葉性乾酪性肺炎例

SN.1530、

ま
1)稽 く陳 藩ナル病竈ニ シテ、繊維素 ノ折 出多蚤ニ シ

テNetz状 ヲ呈シ、 ソノ間 二大滲 出細胞 ヲ認 メタ9。

菌 ハ謹 明 シ得 ズ.

2)繊 維素 ノ折 出ハ殆 ソ ド認 メ ラvズ 、少撒 ノ大滲 出

細胞及 ビ多核 白血球 ハ核破確 ヲ示 シ、中等度 ノ乾酪墾

化 二昭 ル.菌 ハ散在性 二多藪二謹明 セラ レ、ソノ形状

ハ硝 く短 カキ桿菌 ナ リ.

SN.1194

1)陳 蔑ナ〃病竈=orテ 、全 標本上殆 ン ド乾酪愛性 ヲ

示 セ リ.肺 胞隔壁未 ダ破埋 セラ レザル 部位 二於 テ ハ

極 メテ僅少 ノ繊維素折 出、中等量 ノ大滲出細胞 及ビ ソ

ノ核破確 ヲ認 メタル モ、多核 白血球 ハ見 ラ レズ、菌陰

性 ナ リ.

2)肺 胞隔壁 ・・不明 トナ 肌 多数 ノ大 滲出細胞 、多核

白血球 及ビ核破確片 ヲ認 メ、無構 造 トナ リ、戸勲 二軟

化 シテ間隙 ヲ生 ジ、空洞二 移行 セ ソトスル 所見 ヲ示

ス。菌 ハ多轍ニ シテ集團 ぢナ級 或 ハ散在性二認 メラ

レ、 ソノ形状稽 く短 ナ 癖。

SN.M56

肺胞内 二多籔 ノ繊維 素折出及 ビ 少鍛 ノ大滲 出細胞 ヲ

認 素。之等細胞成 分ハ未 ダ墾性 ヲ示サズ。菌陰性 ナ リ.
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SN,1587・_

1)肺 胞 内二少量 ノ繊維素及 ビ大滲 出細胞、淋 巴球等

ヲ認 ムル 毛、結核菌陰性 ナ リ趨

2)多 藪 ノ多核 白血球及 ビ ソノ核破確片 ヲ認 メ、肺胞

隔壁不明瞭 トナ リ、 乾酪化 ヲ示 シ、軟化 ノ傾向 ヲ認

ム。結核菌 ノ・散在性ニ シテ、 多徽 二認 メラ レ、形態

略 く桿菌状 ナル モ稽 く短 ナ リ嚇

3)肺 胞 内ニノ・稽 く多数 ノ大滲 出細胞及 ビ 少撒 ノ多

核 白血球 ヲ認 ムノシ毛乾酪 化 ヲ示サ ズ、結核菌 ハ散在性

ニ シテ少鍛 二認 メ ラ レ、略 く正常桿 菌形 ナ リや

SN.1571

1)比 較的新鮮ナル病竃 ニ シテ、肺胞 内ニハ多量 ノ繊

維素折出 ヲ見、可成 り多数 ノ大滲 出細胞及ゼ少鍛 ノ淋

巴球 ヲ認 ムルモ、乾酪牝 ヲ示 サズ.結 核菌陰性 ナ リ。

2)可 成 り多藪Z大 滲出細胞及 ビ 少数 ノ多核 白血球

ヲ認 ムルモ、乾酪化 ヲ示 サズb菌 男少数ニ シテ散在性

詮 明 セラ レ正常桿菌 ノ形態 ヲ示セ リ.
の

3)肺 胞 内ニハ繊維素 、大滲 出細胞 等殆 ソ ド認 メラ レ

ズ、中等量 ノ多核 白血球 ヲ見ルモ、乾酪化 ヲ示サ ズ.結

核菌 ハ少鍛 ニ シテ、多擁 白血球 ノ存 スル部位 二散在性

二存在 シ、殆 ソ ド正常桿菌 ノ形態 ヲ示 シ良染性 ナ リ。

SN.955

新鮮 ナル病竈 ニ シテ、肺胞 内ニハ大滲 出細胞 多鍛 二認

メラ・レ.ソ ノ他極 メテ少籔 ノ多核 白血球 ヲ見 ルモ、乾

酪化 ヲ示 サズ.結 核菌陰性ナ リ.

SN.1737轡

新鮮 ナル病竈 モ シテ{飾胞 内ニ ハ繊維素殆 シ ド認 メラ

レズ、多鍛 ノ大滲 出細胞 及 ビ少 藪 ノ淋 巴球 ヲ見ル.乾

酪化 ノ傾 向 ヲ示サ ズ 蔚陰性 ナ リ.

SN.642,

1)肺 胞 内ニ ハ繊維素殆 ソ ド認 メラyフ ご、多藪 ノ大滲

出細胞及 ビ核融餌 ヲ見 ル.菌 ハ陰性 ナ リ。

2)前 者 ト同様 二繊維素 ヲ認 メズ、叉大滲 出細胞 モ見

ラ レザルニ反 シ、多核 白血球 ハ可成 り多撒 ニシテ、核

破確片 ヲ認 メ、 中等度 ノ乾酪攣 性 二 隔 レル 病竈 ニ シ

テ、結 核菌 ハ散 在性 二多撒 二謹 明 セラ レ、ソノ形歌 ハ

稽 く短、或 ハ願粒 型ニ シテ染色 性不良ナ η心
も

SN.1608

廣 範 園 二亙 り、肺 胞 ノ・ソ ノ境 界不 明 瞭 トナ リテ、 乾 酪

化 ヲ示 シ、所 ニ ヨ リ軟 化 竃 ヲ認 メ タ リ。 多 核 白血 球 及

核 破 砕 片 多 轍 二見 ラ レ、 結 核 菌 ハ甚 ダ 多 数 二 謹 明 セ

ラル.之 等 菌 ハ轍 個 ヅ ソ集 團 ヲ成 シ、或 ハ散 在 性 ニ シ



6 荒木冨「ア レル ギーコ學設 碧リ見 タル乾酪性肺炎 ノ組織 獲蛋二就 テ 【第22B

テ、 形 態 ハ短 涙 レタ ル如 キ 毛 ノ
{及 ビ 桿 菌 二 近 キ モ

ノー シテ藻 色性穂 不良ナ リ.

SN、584

繊維素折 出竈 ハ 比較的廣範園二 見ラ レ各肺胞 隔壁明

瞭 二認 メ ラル 》モ ノ多ク、其等肺胞 内二精 く細 キ繊維

素及 ビ少鍛 ノ大滲 出細胞 ヲ認 ム。之等細胞 ハ攣 性 ヲ

示サ ズ.細 胞成分 多轍 ニ シテ 脂肪墾性 ヲ 示 セノレ部位

ニア リテハ 之等細胞 ト密 二入 り交 レル 繊 維素 ハ穂 く

太 サ ヲ増加 シ、全髄 トシテ固形物 ノ如 キ感 ヲ示ス.肺

胞隔壁 ハ 僅 カニ礒 り.上 記滲 出物 ハ 亙 二癒合ス.肺

胞壁 二近 グ結締織繊維墳殖 シ稽 く内部 二向 ヒテ侵入

セルモ ノヲ認 ム.結 核菌 ハ謹 明 シ得 ズ.

SN.1458

1)稽 く陳 慈ナル病竃 ニ シテ、全標本繊維素 ノ折Slv著

明ナ リ。該繊 維素 ハ肺胞 内二 或 ハ 轍個 ノ肺胞壁破壌

セ ラvテ 亙二癒合 ジ、各繊維素 ノ・太 サ ヲ培加 シ、Netz

状 ヲ呈ス.細 胞 成分 ハ圭 トシテ 大滲出細胞 ニシテ未

ダ璽性 ヲ示サザWモ ノ少籔 ヲ混 ズ窒 所 ニヨ リテハ繊

維素太 〃ナ リ肉機愛 ヲ示 セ リ.歯 陰性 ナ リ.

2)大 滲 出細胞 ノ滲 出著明 ナル部位二於テ ハ、少数 ノ

繊 維素僅 カニ認 メ ラル ・程度 ニシテ、各細胞成分 ハ核

融解或 ハ 核破壌 ヲ起 シ 乾酪化 ヲ示ス.所 ニ ヨ リテハ

ヵ ・ル乾酪竈 ノ周園 二結 締織 壇殖 シ、 之 ヲ包 園 シ、ヰ

心部 二向 ヒテ増殖 セ ン トス ルモ ノ旦認 ム・ 菌 ハ確 明

シ得 ズ。

SN.1041

1)稽 く陳 藩ナル病竈 ニジテ、肺胞 内ニ ハ多景 ノ繊維

素折 出セラ レ、肺胞壁 ハ稽 く境界不明瞭 トナ〃。大滲

出細胞及 ビ淋 巴球 ノ少薮 ヲ 認 ムルモ、乾酪化 ヲ 示サ

ズ.菌 陰性 ナ リ。

2)肺 胞壁 ノ境界稽 く不明瞭 トナ リ、多数 ノ大滲 出細

胞及 ビ核融解 セルモ ノヲ認 メ、中等度 ノ 乾酪化 ヲ示
ノ

ス.菌 陰 性 ナ リを

SN.1594

1)稽 く陳僖 ナル病竈ニ シテ、繊 維素 ノ折 出著 明、細

胞成分 ノ殆 ソド認 メ難 キ、稽 ζ大 ナル病竈 ヲ認 メ、之

ヲ仔細 二観察スル ニ 病竈周邊部 二 於 テノ、繊維素太 ク

粗 ナルNetz状 ヲ呈セ リ♂ 之等病竈 ノ周 園二於 テハ

肺胞 内繊維素折出多量ニ シテ、細胞 成分 ノ核破確 ヲ起

セル モ ノ稻 く多籔二見 ラ レ内愛初 期 ノ像 ヲ認 メタ リ。

結核菌 ハ謹 明 シ得 ズ.

2)圭>yテ 大滲出細胞 ノ肺胞 内二見 ラル ・所in於

■

テ ・・該 細 胞 ・・或 ハ核 融 解 ヲ起 シテ 細 胞 間 ノ境 界 不 明

トナ リ乾 酪 化 ヲ示 ス.之 等 ノ 小 範 園 二 病 髪 ノ起 レル

所 二於 テ ハ肺 胞 壁 二近 〃 結 締織 ノ壇 殖 二 欝 り 包 園 セ

ラ ル ・ヲ認 ム.菌 ハ陰 性 ナ リ.

SN1570

1)僅 少 ノ繊 維 素 折 出,中 等 鑑 ノ大 滲 出 細胞 ヲ認 ムル

モ、 乾 酪 化 ヲ示 サ ズ、菌 陰 性 ナ リ.、

2)軟 化 竈 ニ シテ、 多 数 ノ 多核 白血 球 ハ 核 破 確 ヲ起

シ、 菌 ハ短 、 涙 レタル ガ 如 キ モ ノ墜叉 ハ顧 粒 型 ノモ ノ

多数 二謹 明 セ ラ レ染 色 性 不 良 ナ リ.

SN.1450

1)肺 胞 内 ニ ハ多 量 ノ繊 維 素 折 出 、少 轍 ノ大 滲 出 細 胞

ヲ認 嵐、 菌 ハ陰 性 ナ リ奏

2)肺 胞 内 ニ ハ多 藪 ノ大 滲 出 細胞 ヲ認 メ、之 等 細 胞 ハ

で ノ

密 二相接 シテ存在スルモ、乾酪化 ヲ示 サズ。 菌陰性 ナ

リう

3)肺 胞壁不明 トナ リ、中等度 ノ乾酪化 ヲ示ヌ。大滲

出細胞 ・・境界不明 トナ リ、 核 融解 セル モ ノヲ認 ムル

モ、 多核 白血球 ヲ見 ズ、菌陰性ナ リ.

SN.1305、

1)肺 胞 内二多轍 ノ繊 維素折 出 セラv大 滲 出細胞 ヲ

認 ムノダモ、乾酪化 ノ傾 向 ヲ示サ ズ、菌陰性ナ リ.

2)中 等度 ノ乾酪愛性 二昭 ソル 病 竈ニ シテ 多籔 ノ大

滲出細胞 ヲ認 メ、ソノ境 界不明 トす り核融解 ジ示ス、

菌 ハ陰性ナ リ。'

SN.1453φ 倉

可ナ リ廣 範園二亙 り繊維素折 出著 明ナル 部位 ア リ。

繊維素ノ・太 クNetz状 ヲナ シ、 ソノ間隙 ヲ充 スガ如

〃織細 ナル繊維素 ノNetzヲ 認 メ少数 ノ大滲 出細胞

ヲ見ル.ソ ノ周邊部 ハ 明 ラカニ 結締織繊維 ノ増殖 ヲ

認 メ、部位 ニヨ リテハ 該織維 ハ 中心 二向 ヒ侵入 セル

像 ヲ示 セ リ。 叉他 ノ部位 二 於 テハ 鍛個 ノ肺胞 内 ノ繊

維素性凝固物 ハ亙 二 連絡 ヅテ 大葉性肺 炎二於 ケル ガ

如 キ像 ヲ示 セ サ。菌 ハ謹 明 セラ レズ。

SN.1338t

1)陳 蔑性病 竈ニ シテ、所 々二繊 維素 ノ折出著明 二認

メラノい 部位 アリ。 捌 廣大 』テ 検 スノレニ ソ レ等繊維

素折出竈 ノ稽 く中心部 二近 キ所 二於テ ハNetzハ 細

クナ リ・中心二於テハ溶鰍 吸牧 セ ラ レタノレ如 ク全然

繊 維素 ヲ認 メ ズ.稽 個 邊部 二近 ヅクニ随 ヒNet・ ハ

次第二太 ク多倣 ノ繊維 素ハ亙 二癒合 セル如 〃、細胞成

分 ハ殆 ン ド認 メ ラ レズ繭 者 岡 稽 く小範圃 ノ繊維素

〆



第i號 】 荒 木=「 ア 姦・ル ギー」學 説 ヨ リ見 タル 乾酪 性 肺 炎 ノ組 織 殿 生 二就 テ 7

竃 「略 く肺 胞 ノ大 サ)二 於 テ ハ太 イNeレ 状 ヲ呈 ヌ ル

モ 、 細 胞 成 分 《少 数 ナ リ.菌 ハ諦 明 シ得 ズ燈

2)細 胞 成分 、 主 トyテ 大滲 出 細 胞 ノ核 融 解 、核破 碑

片 ノ稽 ミ多 数 二 存 在 ス ル 病 竈 部 二於 テ ハ、繊 維 素!折

出'・皆 ニ ソ ノ周 邊(肺 胞 壁 ノ穂 く認 メ ラル ・所 ニ ァ リ

テ'・壁 二澹 ヒ テ)二 見 ラy、 全 燈1・ ジ テ肉 様攣 二 近 キ

像 ヲ示 セ リ.叉 乾 酪 饗i性 二昭Vル 部 位 モ認 メ ラV、 肺

胞 壁 二於 テ増 殖 セ ル 結 締 織 ニ ヨ リ 包 園 セ ラル ・モ ノ

モ 見 ラ レタ リ.菌 ハ陰 性 ナ リ.

SN.1754

1ノ 乾 酪 化 竈 ノ稽 く中心 部 モ ア リテ、firv 二々 軟 化 ノ傾

向 ヲ認 ム。 多 数 ノ 多核 白血 球 及 ビ 核 破 確 片 ヲ見 ル.

菌 ・・散 在 性 又 ハ集 團 状 ヲナ シ テ 多 数 二認 メ ラ レ、ソ ノ

形 状 短 及 ビ穎 粒 型 ナ リ.

わ 肺 胞 内 ハ稽 く多 数 ノ 大 滲 出細 胞 及 ビ 少 籔 ノ多 核

白 血球 ヲ以 テ充 タ サ レ、乾 酪 化 ノ傾 向 ヲ示 サ ズ。 菌 ハ

少 鍛 ニ シテ散 在性 出或 ハ 細 胞 ノ内外 二 遊 離 シテ存 在
」

小

小r籍性乾酪性肺炎ハ前記大葉性乾酪性肺炎 ノ如
ル ゴ や

ク、 ソ ノ像 ハ典 型 的 ナ ラズ、 ソ ノ間 二壇殖 性 結

節 形 成 ヲ混 在 ス ル場 合 多 キ モ、 ソ ノ滲 出性 炎 症

竈 ノミ ヲ選 ビ検 スル ニ前 者 卜殆 ン ド同檬 二繊 維

素 型(1型)、 多 核 白血 球 型 畷 〉及 ビ ソ ノ移 行 型

ト認 ムベ キ大 滲 出細 胞 型 価 型)ノ 三 者 ヲ歴 別 シ

得 タ リ。 ソ ノ病 竈 ハ勿 論 上 述 例 ノ如 ク廣 範 ナ ラ

ザ レ ドモ相互 二混 在 シ、 且 個 々 ノ病竈 ノ特長 帥

シ、形態 ハ略 く正常桿菌 ナ リ.

SN.1734

1)乾 酪化竈 ノ稽 く局邊 部=ア リテ、肺胞 ハ ソノ形 ヲ

保 チ、 少籔 ノ繊 維素折出、納 ζ境界不 明瞭 トナ 乳/ル大

滲 出細胞 ヲ認 ム.輕 度 ノ乾酪化 ヲ示 シ菌 ハ陰性 ナ η、

2)乾 酵化竃 ノ中心部 ニ ア リテ軟化 ヲ示 セ 死 多撒 ノ

多核 白血球 ハ 核破確 片 トシテ 認 メラル.結 核菌 ハ籔

個 ヅツ集 塊 ヲナ シ、或 ハ散 在性 二甚 ダ多鍛 二詮 明 セラ

レ、ソ ノ形駿 短、摸 レタ〃如 キモ ノ及 ビ穎粒型 ナ リ.

SN.1679

1)肺 胞 内二少籔 ノ繊 維素折 出,多 籔 ノ大滲 出細胞及

ビ少数 ノ多核 白血球 ヲ認 メ 輕度 ノ乾酪牝 ヲ示ス。菌

ハ認 メラ レズ.

2) ,乾 酪攣 炸竈 ニ シテ 多籔 ノ 多核 白血球 及ビ核破碑

片 ヲ認 払.穂 く軟化 ヲ示 セル部位 二於 テへ 菌 ハ多職

二集塊 ヲナ シテ存 シ、精 く短 ナル モ ノ及 ビ 穎粒型 ナ

リさ

括

チ繊維素、大滲出細胞、評多核白血球及 ビ乾酪攣
ま

燦 幣 等盛勢姦控禦 響縢
二本例二於テハ縷維素折出多キ1型 ハ比較的多

キモ、多核 自血球 多量ナル皿型ハ比較的少 久

之二反 シ、大滲出細胞多量ナルH型 ハ多キ傾向

ヲ認メラ1レタリe

第三節 細葉性滲出性結核及 ビ結節周園炎

SN、642・

比較的新鮮 ナル病竈ニ シテ、肺胞内ニ ハ少量 ノ繊 維素

折 出、多藪 ノ大滲 出細胞 ラ認 ム。結核菌 ハ詮 明 シ得

ズ。

SN.1703/

肺胞 内二大滲 出細胞 、少撒 ノ多核白血球 及 ビ該 細胞 ノ

核融解 セルモ ノヲ認 メタ リ.菌 ハ散在性 ニ シテ、細胞

ノ内外 二少数存 在 シ、 正常桿 菌 ノ形態 ヲ示ス.

iN.1301
ほ

肺 胞 内 二 中等 量 ノ繊 維 素 折 出y、 繊 細 ナルNetzヲ

形 成 シ、ゾ ノ間 二少 数 ノ大 滲 出 細 胞 ヲ見 ル.是 等細 胞

ハ攣 性 ヲ示 サ ズ.菌 陰 性 ナ リ.

SN1743 ._

1)比 較 的薪鮮 ナル病 竈Ptyテ 、肺胞 内二僅少 ノ繊 維

素 折出、中等籔 ノ大滲 出細胞 ヲ認 ム.之 等細胞 ハ未 ダ

墾萎鋒 ヲ示サ ズ.菌 陰性 ナ リ.
セ

2)肺 胞 内二繊 維素 ノ折出 ヲ認 メズ、前者 ヨ リ多撒 ノ

大滲出細胞 ヲ認 ムル モ、多核 白血球 ハ見 ラ レズ.輕 度
垂

ノ乾酪牝 ヲ示 シ、結核菌 ハ陰性 ナ リ.

SN.1613'

1)稽 く陳薄 ナル病竈ニ シテ、肺胞 内二可成 リノ繊維

素折 出及 ビ多籔 ノ大滲 出細胞 ヲ見ル モ、乾酪化 ノ傾 向

ナシ.菌 ハ陰性 ナ リ.

2)肺 胞 内ニハ中等籔 ノ大滲 出細胞及 ビ 多核 白血球

ヲ認 鮎 乾酪化 ノ傾向 ヲ示 サズ。 菌 ノ・少藪 ニ シテ散

在性 二存 シ、正常桿菌形ナ リ。'
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SN.1067

1)肺 胞 内二多数 ノ多核 白血球 及ビ 少籔 ノ淋巴球 ヲ

認 ムル モ、多核 白血球 ヲ認 メズ。是等細 胞 ハ墾 性 ヲ示
癒

サズ。結核菌陰性 ナ リ。

2)乾 酪化 ヲ示y、 稽 ζ多数 ノ多核 白血球 及 ビ核破確

片 ヲ認 ム、菌 ハ稽 く多数二存在 シ、散在性或 ハ集籏的

ニ シテ、稽 く短 ナルモ 〉及 ビ桿菌形ナ リ、

SN1089

1)肺 胞 内ニ ハ繊維素 ノ折出多 量ニシテ 未 ダ愛性 二

陥 ラザ〃少数 ノ大滲 出細胞 ヲ認 ム.菌 陰性 ナ リ.

2)肺 胞 内二多数 ノ大滲 出細胞 ヲ認みル モ、乾酪化 ヲ

示 サズ、菌陰性ナ リ拶
懸SN

.1603
'1)肺 胞 内

二中等量 ノ繊維素折 出及 ビ 憂性 ヲ示 サザ

ノレ大滲 出細胞 ヲ認 ム。菌陰性 キ リ・

2)中 等 度 ノ乾酪化 ヲ示 セル病竈 ニ シテ、多数 ノ多核

白血球 ノ核破碑片 ヲ認 ム.菌 ハ 少数 ニシテ 散在性 二

或 ハ集 籏的二存在 シ、短、或 ハ 涙 レタノレ如 キ 形態 ヲ

示メ。

SN・1055隔 ㌧

輕 度 ノ乾酪牝 ヲ示ス病竃 ニ シテ、多敷 ノ大 滲出細胞 及

ビ核融解、核破確 ヲ認 ム〃モ、結 核菌 ・〉陰性 ナ リ。 ・

SN、1589

中等度 ノ乾酪愛 性二昭 レル病竈 ニ シテ、多核白血球 及

ビ ソノ核破 碑片 ヲ認 ム。結 核菌 ハ 少敷 ニ シテ 散在 性

二存 シ、稽 で短 ナル形態 ヲ示 セ リ.

SN.1619

1)肺 胞 内ニハ 中等量 ノ繊維素折 出及 ビ 中等激 ノ大

滲出細胞 ヲ認 ムルモ、乾酪化 ヲ示サ ズか菌陰性 ナ リ。

2)肺 胞 内ニハ 多激 ノ大滲 禺細胞 ヲ認 ム、乾酪化 ノ

傾向 ヲ示 サズ、菌陰性ナ リ.
'

SN.1194・
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肺胞 内二大滲 出細胞 ヲ見 ルモ、多核 白血球 ヲ認 メズ。

叉乾酪化 ヲ示サズ。菌陰性 ナ リ。

SN.叉069

肺胞内 中等量 ノ大滲 出細胞 ヲ見ル.未 ダ髪 性 ヲ示 サ

ズ、結核菌認 メラレズΦ

SN.1572

1>肺 胞 内二繊維素 ノ折 出著明、大滲 出細胞 ノ未 ダ墾

性二隔 ラザルモ ノヲ認 ム、 結核 菌陰性 ナ リ。

2)多 徽 ノ大滲 出細胞 及 ビソノ核融解 ヲ認 メ、輕度 ノ

乾酪化 ヲ示メモ、 多核 白血球 ヲ認 メズ、菌陰性ナ リ。

SN.698

肺胞 内ニハ未 ダ愛 性二 隅 ラザル 大滲 出細胞 ヲ見ル。

菌認 メ難 シ。

SN.1302

肺胞 内ニノ・大滲 出細胞 及 ビ核融 解 ヲ見、輕 度 ノ乾酪化

ヲ認 ムルモ、結 核菌陰 性ナ リ。

SN.518

肺 胞 内ニ ハ多薮 ノ大滲 出細胞 ノ境界不明瞭 トナ リ、核

融解 ヲ起 セルモ ノヲ認 メ、中等度 ノ乾酪化 ヲ示入 結

核 菌陰性ナ リ。

SN.582

肺胞 内ニノ・攣性 ヲ示 サザル大滲 出細胞 ヲ認 ムルモ、多

核 白血球^認 メラ レズ、結核菌陰性 ナ リ。

SN.1522'

肺胞 内二中等量 ノ繊 維素折出、少激 ノ大滲 出細胞 ヲ認

ム〃 モ多核 白血球 ヲ認 メズ、結核菌 陰性 ナ リ。

SN。868
/

肺胞 内ニハ境界稽 ≧不明瞭 トナ リ、輕度 ノ攣性 二昭 レ

ル大滲出細胞 ヲ認 ム.結 核菌陰性ナ リ。

SN.122も

肺胞 内ユハ 多数 ノ大滲 出細胞及 ビ少轍 ノ淋 巴球 ヲ認

ムルモ、乾酪化 ヲ示 サズ、菌陰性 ナ リ.

SN.1419

比較的新鮮 ナル病竈ニ シテ、肺胞内二墾牲 ヲ示 サザル

大滲出細胞 ヲ認 ムルモ、結核菌 ハ陰性 ナ リ。

SN.1468
く

肺胞 内二僅少 ノ繊 維素折出、稚 く多籔 ノ大滲 出細胞 ヲ

見ル。結核菌陰性ナ リ。、

sN.1612

肺胞 内二大滲 出細胞 ㍗少撒 ノ淋巴球 ヲ認 ムルモ、結核

菌陰性 土 り。

SN.1667

1)肺 胞内 ユ 稽 ζ少量 ノ繊維素折出及 ビ 大滲 出細胞

ノ未ダ攣 性ヲ 宗 サザ ルモ ノヲ認 ム〃 モ、結核菌陰性

ナ リ¢

2)繊 維素折 出殆 ソド認 メラvズ 、大滲 出細胞 ハ境界

不明瞭 トナ リ、 核融解 ヲ起 シ、輕度 ノ脂肪攣性 二隔

ル.結 核菌認 メ難 シ。

S凡1673

肺胞内 ニ ハ少量 ノ繊維素折 出ヲ見、稽 く多厳 ノ大滲 出

細胞存在ヌ、結核菌 ヲ認 メズ。

SN.1695

稽 く陳蒋 ナ〃病竈 ニシテ、大滲 毘細胞 及ビ核融解 ヲ認

メ、肺胞隔壁 ハ 不明 レナ リ、 中等 度 ノ脂肪攣性 ヲ示

ヌ、結核薗陰性ナ リ。

(N.1657

肺胞 内二大滲 出細胞 ヲ認 ム.之等細胞 ハ未 ダ攣性 ヲ示

サズ、結核菌認 メ難 シ.

SN.1745

肺胞内 二多藪 ノ大滲 出細胞及 を核 融解 ヲ認 メ、細胞 ノ

境界ネ 明瞭 トナ リ、中等度 ノ乾酪攣性 ヲ示ヌ。菌陰性

ナ リ◎

SN.1716

比轍 噺 鮮 ナル病竈 ニ シテ、肺胞 内ニ ハ多藪 ノ大滲出

細 胞 ヲ見ル。是 等細胞 ハ未 ダ墾性 ヲ示サ ズ、多核 白血

球 ヲ認 メズ。結 核菌 ヲ謹 明 セズの

SN。1440

肺胞 内ニハ繊維素折 出 ヲ認 メ、大滲 出細胞 ヲ見ルモ、

結 核菌 ノ、陰性 ナ リ、

SN.1585

肺胞 内二中等量 ノ繊維素折出、多鍛 ノ大滲 出細胞 ヲ認

ム・レモ、結核菌陰性 ナ リ.

SN.1544

1)少 量 ノ繊 維素折出、多数 ノ大滲出細胞 ノ稽 く境界

不明瞭 トナ レル モ ノヲ認 ム.輕 度 ノ乾酪化 ヲ示 セ リ.

結核菌陰性 ナ リ。

2)申 等度 ノ乾酪化竈 ニ シテ、 肺胞隔 壁不明瞭 トナ

リ、多核 白血球 及 ビ ソノ核破確片 ヲ認 ム.結 核菌 八

短、願粒 型ニ シテ穂 集籏 的二少撒二謹 萌 セラル.

SN.i194,

肺胞 ニハ少撒 ノ大滲 出細胞 ヲ認 ムルモ 多核 白血球 及

ビ乾酪攣 性 ヲ認 メズ、結核菌 陰性 ナ リ。

SN。1500

肺胞 内静 ハ多籔 ノ大滲 出細胞及 ビ核融解 ヲ認 メ、輕度
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ノ脂 肪 髪 性 ヲ示 ヌ.結 核 菌 ヲ認 メ ズ.

SN.1192

肺 胞 内 ニ ハ少 籔 ノ大 滲 出 細 胞 ヲ認 ムル ノ ミニ シテ 、結

核菌 ハ詮 明 シ得 ブ 、

SN、1512

中 等 嘆 ノ乾 酪 化 ヲ示 シ、肺胞 隔 壁 不 明瞭 トナ リ、 多撒

ノ大 滲 出 細 胞 ハ核 融解 ヲ示 セ リ.菌 ハ陰性 ナ リ. .

小
＼

細華性 二獲現 スル結核性病憂ハ壇殖性攣化 ヲ合

併スル爲、隔別困難 ナル場合 アルモ、上述諸攣

化ニー致 スル3型 ノ病鍵 ヲ認 メタルモ、之等3

型 ノ相互關係ハ前二者 ト稽 く異 ナリ、細葉性肺

炎二於テハ主 トシテ第Il型郎 チ大滲出細胞囎殖

ヲ圭髄 トスルモノ多 シ。繊維素折出ヲ晃ル事比

較的少 ク且多核白血球竈ハ最 モ少 シ、從 ツテ乾

酪化竈 ノ登現 又少薮ニシテ、結核菌モ又多核白

SN.1544 ぎ

中等度 ノ乾酪化竈ニ シテ、肺胞隔壁不 明瞭 トナ リ、 多

撒 ノ大滲 出細胞 ノ核融解 ヲ見ル.菌 ・・認 メ難 シ。

SN.11:27

肺胞 内ユ少覧 ノ繊 維素折 出、中等籔 ノ大滲 出細胞及 ビ

少 殺 ノ淋巴球 ヲ認 ムルモ、 乾酪化 ヲ示 サズ、結核菌陰

性 ナ リ.・

括

血球竈乃至乾酪攣性竈少キ爲二謹明 セラレザル

モノ多 シ.即 チ斯カル細漿性乃至結節周園炎二

於 テモ大葉性乾酪性蹄炎二於ケル ト同様二、組

織學的二3型 ノ肺炎竈 ヲ轟別 シ得、且 ソtr等個

々ノ肺炎竈 ノ経過ハ夫々個有 ノ運命 ヲ取ル鮎二

於 テ、前二者 ト同様ナルモ、獲現スル病竈 自罷

ハ夫々差異 ヲ有 シ、細葉性肺炎二於テハ特二第

ll型ノミ多キ事實 ヲ知 リタリc

第囚章 實駿的結核 「ア レルギー 餐肺炎}ノ 比較

前章二於テ、余ハ人髄乾酪性肺炎 ノ病理組織學

的検索 ヲ行 ヒ、繊維素析出量 ノ多寡 ヲ基準 トシ、

繊維素 ノ折出ヲ著明ナル病攣 トナスモノ、大滲

出細胞 ノ滲出ヲ主ナル病憂 トナスモノ及ビ多核

白血.球ノ滲出著明 ナルモノノ3型 二大 別 シ、

人鴨 二於 ケル乾酪性肺炎ハ種 々ナル時期 ノ之等

病 竈 ガ互 二相錯 雑 シ、 以 テ登 現 シ來 ル モ ノナル

事 ヲ指 摘 シタ リ.

本 章 二於 テハ 同様 ノ観 黙 ヨ リ武mi新 保 爾氏 ノ

行 ヒ タル實 瞼 的 結 核 「ア レル ギ・-」'1生肺 炎 二就 キ

テ検 索 ヲ行 ヒ、 之 等 病 竈 ノ登 生 機 轄 二 關 シ テ比

較 考 究 ヲ行 ハ ン トスル モ ノナ リ.

第一節 健康家兎氣道内結核戚染例

本 實 鹸 ハ 健 康 家 兎 ノ氣道 内 二 人 型結 核 生 菌25

mgヲ5c.qノ 生理 的 食盤 水 中 二浮 游 セ シ メテ注

入 シ タ ルモ ノニ シテ、2日 ヨ リ60日 三亙 レル モ

ノニ就 キ、 組 織 學 的検 索 ヲ行 ヒ タル モ ノナ リ.

Nr.42日 目所 見:

小氣管支叉ノ・肺胞 内二 比較的少量 ノ大滲出細胞 及 ビ

稽 く多量 ノ多核 白血球 ノ 滲 出 ヲ認 ムル モ、 繊維素 ヲ

認 メズ、 結核菌 ハ稽 ζ多藪 二謹明 セラ レ、 稽＼ 攣性

ヲ示 セ ウ。 肺胞壁 ハ類淋i巴球等二rcリ テ稽 ζ肥厚ヌe

場殖性病饗 ハ認 メラ レズな

Nr.53日 目所見:

肺胞 内 二 ・・依然比較的大量 ノ大 滲出細胞 及 ビ少籔 ノ

多核 白血球 ノ滲 出 ヲ 認 ムル モ、 乾酪愛性 ヲ示 サズ。

肺胞 壁 ハ更 二肥 厚 セ〃 ヲ認 メタ リv結 核菌 ハ稚 く少

籔 二詮 明 セ ラル.小 血 管 く 圃 形 細胞 ニ ヨ リ 園 綾 セ ラ
む

レ、 内腔 二 多 核 白.血球 ヲ認 ム.未 ダ 増 殖 性 病攣 ヲ示

サ ズさ

⊇∫r.67日 目所 見:
な

肺胞 内大滲 出細胞 ハ培加 シ、之二反 シ多核 白血球ハ少

徽 二認 メラルル ノミナ リ.肺 胞 壁 ハ 類淋巴球 ノ増加

ニ ョ リテ盒 ζ肥厚 シ、肺胞 内滲 出物 ヲ抱 團 シ、初期増

殖性病憂像 ヲ示 ス.ソ ノ他肺胞壁 二 初螢 セル 墳殖性

結節 ヲ認 ムる結核菌 ハ謹明 シ得 ズの

Nr.930日 目所見:・

肺胞内二 押大滲出細胞 ノ滲 出著 明ニ シテ、多核白血球

ハ之 二比 シ少鍛ナ リ.滲 出液稽 く少量二 認 メ ラルル

部位 ニア リテハ、大滲 出細胞及 ビ多核 白血球略 く同数

二存在 シ、是等細胞 ハ未 ダ著 明ナル 饗性 ヲ示 サザル
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モ、大滲 出細胞多籔二見 ラ〃ル 部位 二 於テ ハ之等細

胞理 間 ノ境界不明瞭 トナ リ、乾酪憂性 ノ初 期像 ヲ示

ヌ'帥 チ 比較 的新鮮ナル 滲 出性病憂 ト考ヘ ラル ・モ

ノナ リ。一方増殖性病攣 ハ盆 く壌強セ ラ レ、中心部 ノ・

乾 酪性埋 死二昭 り、之 ヲ園 ミテ類 上皮細胞及 ビ淋巴球

ノ増殖 ヲ示 セ リ。血管 二於 ケル愛化 モ高度 トナ リ、結

節性動脈 周園炎叉 ハ 閉塞性血管 内膜炎 ノ像 ヲ呈スル

モ ノヲ見 ル。結核菌 ハ 詮 明シ難 シ。 即チ 増殖性炎 レ

滲 出性炎 トハ互 二混在 シテ登現 メ費

Nr・1060日 目所見:

小ナル範園二起V7Yモ ノハ 肺胞 内二 多量 ノ大滲 出細

胞 、少薮 ノ多核 白血球 ヲ認 メ、各細胞間 ノ境界不 明瞭

トナ レリ轟稽 く廣 範園 二亙 レ〃 モ ノノ・大滲 出細胞、愛

性 ヲ示 セル多核 白血球 ヲ以 テ充 タサ レ、叉類上皮細胞

結 節 ノ如 キ所 見 ヲ呈 シ、滲 出性、増殖惟病憂 ハ劃然 ト

分離 セラ レズ,壇 殖 性病墾 ハ更二高度 トナ リ、中心部

ハ無構造 トナ リ周園二 結締織 細胞 ノ塘殖 ヲ認 ム。結

核菌 ハ滲 出性病墾部 二於 テ少鍛 二認 メラ レ、稽 く愛性

ヲ示 シ、散在 性叉 ハ集 籏性 ナ リ。

第 二節

本賓験ハ家兎二人型結核生菌10mgヲ 庚下二注射シ

簿 総矯 磐讐鰺儲 曹1編事
モ ノニ就 キ鏡 検 セル モ ノ ナ リ⇒

Nr,32日 目所 見:

氣道内結核再惑染例

肺胞 内二滲 出液、大滲 出細胞及 ビ多核 白血球 ノ滲 出セ

ル ヲ認 ム。滲 出液僅 少二yテ 未 ダ繊 維i素ノ析出殆 ン

ド認 メ難 キ部位 二 於 テ ・・少数 ノ大滲 幽細胞 及 ビ多核

白血球 ノ滲 出 ヲ認 ムル毛、殆 ソド墾 性 ヲ示 サズ。所 汽

ヨリテハ多核 白血球 多 〃、大滲 出細胞 殆 ンド認 メ難 キ

第5表 氣 道 内 結 核 再 感 染 例

家

兎
番

號

後 日

虎

置'

後数

一一一

培i滲 出 性 病 愛
き

一 τ蒲:
結i劉 響

性病

愛

殖}葱

度

滲
出液

繊
維素

大細1多 白
滲 血
出胞 核球

血
球

赤 咤 愛 …形 該
i{病酪性

1成i菌i憂{墾

支
病

3

剣

2 一

什 ト ± … 一 十 十 ・ 一 一`-i赫

什 ± 1±

十

± 柵 一 一 一 什 旨+1+

骨 嗣

±

一 十十1一
…

-1一
± ・

7 ±
丹 十 一 i・十{一

i
-一 劇_i

4

＼ー 骨 ± 廟 冊 +「 一
…

㎜}一

十 一

1十 十 十十
…

●繍繍鳳麟[

1-÷

14 惜 甘 鱒1鞘 柵 ± 一 一}一 一 柵 柵

60 帯 甘
タ

ー1一 柵 +}_ 柵:一

一

一 柵 柵



12 荒木 苫「アVル ギー:學訊 殺り見 タル乾酪性肺炎 ノ組織 獲生二就 テ
毎

【第22巻

部位 ア リ。結核菌 ハ是等 ノ肺胞 内二 比較的多藪稽 く

散 在性 二謹明 セラ レ、形態略 く正常ナル モ、 ソ ノ他攣

性 セル モ ノモ認 メラル。 是等病竈 ノ外 二 肺胞 内二繊

維素 ノ析出 ノ少量二認 メラルル部位 ア 氏 多核 白血球

少数滲出 シ、結核薗 ハ諮明 シ得 ズ.是 等 二接ヌル肺胞

壁 ハ水腫様懸組 トナ リ、白血球及 ビ箪核圓形細胞 ニ ヨ

リテ肥厚ス.氣 管支 ハ小 ナルモ ノ程、内腔土多核 白血

球 及 ビ腕落上皮 ヲ混 ジ、粘液様物質 二 依 リテ 充タ サ

ル。血管 ハ病饗 中心部 ニア リテハ、ソノ中二埋浸 セラ

レ、周園 二於 テパ 赤血球等 二 依 り充 タサル。増殖性

病 攣 ヲ認 メズ.

Nr・ ↓7旧 目所見:・

部位 ニ ヨ リテハ2日 目二 見 ラyタ ル如 キ 少量 ノ繊維

素 及 ビ多核白血球 ノミヨリナル病 竈 ヲ認 ム〃モ、一般

二大滲 出細胞 ノ増加著ル シク之二比 シ、多核白血球 ハ

崩屡婆性 シテ少敬 トナ ン リ魯 是等 ハ連結 シテ 肺胞腔

二充満 シ,肺胞 壁 トノ境界 ハ不明瞭 トナル。是等 ノ部

位 ノ外ユ肺胞 壁 ノ肥厚著 ル シク、幼若類上皮細胞 ノ曾

疽 セル舌 ノヲ認 メタ リ.血 管墾 化ノ・著 明ニ シテ殊 二

小血 管ハ肥大 シ、内腔 閉塞 セ ソトヌ〃 像 ヲ示 シ、氣管

支二於 テハ小 ナルモ ノ程 内腔 二 粘濯性 物質苧依 リテ

充タサルル ヲ認 ム。結核菌 ハ殆 ソ ド認 メ難 シ。

Nr.614日 目所 見:

滲 出及 ビ増殖 ノ雨型互 二 混在ス。肺胞 ハ境界不 明瞭

ニ シテ、中二大滲 出細胞 ヲ認 ムル毛・叉類 上皮細胞 ぐ

増殖 モ 認 メ ラン、雨者 ノ畷別困難 ナ 、,.結 核薗認 メ

難 シ.

Nr.760日 目所見:.

標本全覗野二亙 サ増殖牲病 攣高度 二現 ハ レ・是等 ノ中

.心部 ハ乾酪 化乃至軟化、溶 解 シテ 空洞 形成 ヲ 認 ムル

モ、小 ナルモ ノニ テハ周園 二結締織 ノ壇殖著ル シク、

小 氣管支 ノ新生 ヲ認 ム.是 等二 接スル 肺胞腔 二於 テ

ハ大滲 出細胞 ノ滲 出二依 舜テ充漏 セラ レ、部 位ニ ヨリ

テハ細胞 ノ境界不 明瞭 トナ リ、乾酪憂 性二昭 レル モ ノ
も 　

ヲ認 メタ η.滲 出性病攣部 二 於 テ ハ 結核菌 ヲ誇明 シ

得 ズ.

第三節Adren曲n併 用氣道 内再戚染例

本 例 ハ前 例 ト同 ジ ク 感 作 セ ル寒 兎 二25mg生

菌 ヲ氣道 内 二再 注 入 シ、同 時 二Adrenalin1000

倍 溶 液0。5ccヲ 皮 下 二注 射 セル モ ノニ シ入 再
も

注 入 後2・ 日 ヨ リ70日 二 亙 ル モ ノ ニ 就 キ、 組 織

學 的 検 索 ヲ 行 ヒ タ ル モ ノ ナ リ。,

Nr.22日 目所 見:.

病 竈 ハ廣 範 園 ニ シテ、 肺胞 内 ニ ハ多量 ノ滲 出液 、大 滲

出 細胞 及 ビ多 核 白血 球 ヲ含 ム。 滲 出 液 比較 的少 〃、大

滲 出細 胞 少 薮 二認 メ ラ レ、之 二 反 シテ 多核 白血 球 稽 く

多 畳 ナ ル部 位 ニ ア リテ ハ 赤 血 球 ノ 出現 ヲ認 メ タ リ。

ソ ノ他部 位 二依 リテ ハ 大 滲 出 細胞 殆 ソ ド認 メズ、 滲

出 液 及 ビ 多核 白血 球 ノ ミ ヨ リナ レル所 ア リ.結 核 菌

ハ是 等 病 竈 内 二於 テ、 稽 く集 籏 性 ニ シテ、菌 髄 稽 く短

カ キモ ノ、 ソ ノ他 髪 性 セ リ ト 思 ハ ル ル モ ノヲ 認 メタ 輸

リ.充 血 ハ 高 度 ニ シ テ 肺 胞 間 質 内 毛 細 血 管 ハ振 張 シ

テ 、 多 母 ノ赤 血球 二 窃 リテ充 満 セ ラ ソ、是 等 ハ互 二融

合 シテ 境 界 不 明 トナ リ、 索 状 ヲナ セル モ ノヲ 認 メタ

リπ∴ 又部 位 ニ ゴ リテノ・血 管 内腔 ハ 血漿 二 岡 テ 充 タ

サ レタ ル モ ノヲ見 ル。 繊 維 素 ハ認 メ難 ジ。

Nr.35日 目所 見:

廣 範園 二亙 り、繊 維 素 ノ析 出 著 明 二認 メ ラルe2日 目

二 於 テ見 ラ レシ漿 液 性 滲 出物 ハ殆 ソ ド減 少 、 消失 シ、

析 出 セル繊 維 素 ノ 繊 細 ナ ルNetzノ ミ ヨ リナ リ、 細
ノ

胞成分 ノ認 メラレザル部位、少 轍 ノ多核 白血球 ノ認 メ

ラル ル部位、大滲 出細胞 ト思 ハルル細胞 ノ滲 出 セル部

位 ア リ.多 核 白血球 ノ 多敷 二 認 メラル ル肺胞 二於 テ

ハ、繊維素 ノ析 出 ハ他 ノ部位 二 於 ケル ヨリモ少量 ナ

リ。是等 二見ラル ル 細胞成分 ハ精 く攣性崩壌 ヲ示 セ

リ。血管二 於テへ 内腔 二多核 白血球 ヲ混 ゼ〃血漿性

物賞 ニ ョ リテ充漁 セラ レ内被細胞腫大 ジ混 等血管 ノ

周 園 ハ 多核 白血球 ノ浸潤 セル ヲ見ル、氣管支二於 テ

ハ中二 脱落 上皮及 ビ 多核白血球 ヲ認 メタ リ。結核菌

バー般 二認 メ難 久 多核 白血球 ノ多数二認 メラルル部

位 二於 テ誇 明 セラルルニ過 ギズ、

Nr.47日 目所 見:

肺胞 ハ殆 ソ ド大滲 出細胞 二 欝 リテ充満 シ、之 二反 シ繊

維素 ハ減少 セ 凱 部位 ニ ヨ リテハ 少量 ノ繊維素性漿

液物質、大滲 出細胞 及ビ多核 白血球等 ヲ混 ズ〃モ、殊

、二大滲 出細胞著 明二見 ラ レ、是等細胞 ハ各 々密 二集合

シ所 二依 リテハ 肺胞壁 トノ境 界不明瞭 トナ レル所少 亀

カラズ.是 等細胞 ハ髪 性 ヲ起 シ、乾酪憂 性ヘ ノ移行 ヲ

示ス モ ノ多 シ.叉 昆等 ノ間二 介在 セル 肺胞 間質 ハ結

締織 細胞 ∠」酵墜乱ヨ リ肥 厚 ヲ示.X。/肺胞 壁毛細血萱

ノ・極 度二歴迫 セラ レテ貧血性 トナ レルモ、稽 く大 ナル
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第6表Ad肥nalin併 用氣道内再感染例

家
兎

番
號

墳
殖
性
病
愛

日

轍

後
庭

置
後 　

愛

性

乾

酪

赤
血
球

白
血
球

多

核

細

胞

大
滲
出

繊
維
素

滲
出
液

程

度

氣
管
支
病
攣

血
管

病
攣

結

核

菌

空

洞
脚形
成

£

3

4

6

7

8

2 一

。柵 十 ± 十 昔 什 一 一 什

± 十
柵 甘 ± ± 十 一 一 騨 十

柵 甘 一 一 甘 一 一 騨 什

柵 一 一 騨 柵 輔 鱒 一 什

5 一

帯 ± 冊 一 ± ± 一 脚 輔

十 十
柵 ± 柵 制 十 十 一 一 脚

惜 ± 赫 ± 葡 一 一 一 一

柵 ± 十 十 柵 一 鱒 胴 一
i

7 幽

十什 ＼ ± ± 冊 十 一 ± 一 醐

柵 一 一 柵 ± ・
一 ± 一 一

赫
1

柵
惜 帽 一 惜 畳 一 十 一 一

帯 一 備 帯 十 嘲 十 一 一

14 一

柵 一 一 柵 朴 一 赫 一 ±

柵 惜柵 一 一 柵 ± 一 十 一 一

冊 一 一 ± ± 一 ± 一 一

21 一

犠

柵 一 一 か 柵 什 一 冊 十 冊
柵 柵

榊 一 一 帯 十 闘 ± 鱒 一

70 一 柵 一 一 柵 冊 一 柵 柵 柵 柵 柵

モ ノニア リテノ、内部 二 血漿性物質 ヲ充 タス。血管周

園 ノ圓形細胞浸潤 ハ著 明ナラズ.氣 管支 ニノ、漿液及

ビ白血球、脱落上皮 ヲ充 タス。結核菌 ハ詮明 シ得 ズ。
　

Nr.614日 目所見:

乾酪愛性二隔 リタル病 憂部 二於テ へ 多数 ノ大滲 出細

胞、多核 白血球 及 ビ ソノ核破確序 ヲ認 ム.是 等病 竈ハ

島喚朕 ヲナセ リ。 大滲 出細胞 多敷二 認 メ ラルル部位

二於 テ、該 細胞饅 二空泡状 ヲナセル脂肪沈著 ヲ認 メタ

リ。増殖性病愛 ハ 認 メラ レズ。血管愛化 ハ 比較的大

ナノレ静脹 二於 テ、披 張 シ内腔 二赤血球、多核 白血球等

ヲ入 監 壁 ハ瓢粗 トナ リ繊維状二疎 トナ リ、更 二周園

二圓形細胞 ノ浸潤 セル ヲ認 ム。結核菌 ノ・謹明 シ得 ズ。

Nr.721日 目所見:

乾酪憂 性竈 ハ島喚駅乃至地圖状 ヲ呈 シ、大 滲出細胞 及

ビ多核 白血球 ノ核破確片多 シ,』 部 ハ軟化、溶 解 シテ

空洞 形成 ヲ螢 メル 部 位 ヲ認 メタ リ。是 等乾酪化竈 ノ

周園 ハ幼若類上皮細胞 、類淋巴球 及 ビ結 締織 細胞 ヨ リ

成 ル非 定型的結核肉芽組織 ノ形成 ヲ認 メタルモ微弱

ナ リ。之二接スル 肺胞 内二於テ ハ大 滲出細胞 ノ滲 出

著 明ニ シテ、是 等細胞 ノ・未 ダ髪 性 ヲ示 サザルモ、細胞

間 ノ境 界稽 く不 明瞭 ㍗ナ レリ。 血管愛化 云 肺炎竈二

於テ静脈 周園二圓 形細胞浸潤 シ、動 脈周園 ノ結締織繊

維 ハ水腫 様膨化 シ、懸粗 トナ ・/ルヲ見ル。結核菌ハ軟

化、 空洞 壁二於テハ極 メテ多籔二認 メラ レ、形態長 ク
を

良染性 ナ リ。 周邊部 二 於 ケル 大滲 出細胞 竈二於 テハ

謹 明 シ得 ズ。 鰯

翫870日 目所 見:

極 メテ廣範 ナル部位 二亙 リ、乾酪性壊死竈 ヲ認 メ、多

藪 ノ多核 白血球及 ビ ソノ核破埣片 ヲ見 ル。是 等 ノ周

圃 ハ毛細血管及 ビ小氣管支 ノ新 生 ヲ有 ヌル 非定型 的

結核 肉芽組織 ノ墳殖 ヲ認 メタ リ。血管 二 於 ケル墾化

ハ、 中二多量 ノ圓形細胞 ノ浸潤 ヲ俘 ヘノシ周 園結締織

ハ繊維状 二疎 トナ γル ヲ認 メタ リ.結 核菌 ハ 乾酪竃

殊二空洞壁 二於 テノ・純培養 ノ如 ク極 メテ 多籔 二認 メ

ラ レ、稽 く短 ナルモ ノ及 ビ正常桿 菌 二 近 キ形態 ヲ示

セ リ。
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小

以上 ノ如 ク健康家兎氣遣内初感染二於 テハ肺病

愛ハ慢 性ノ経過 ヲトリ、圭 トシテ増殖性病璽ヲ

認 ムルモノナルモ、1ケ 月頃二至 リテ滲出性病
き

愛 ノ著明二現ハルルモノナ リ。帥チ感染初期二

於 イテハ小氣管支及 ピ肺胞内二多核白血球及 ピ

漿液性物質出現 シ、吹 イデ之等細胞成分ハ憂性

崩壊 シ、大滲出細胞之 二代 リ、一・方肺胞壁二白

血球、類淋巴球及 ピ類上皮細胞 ノ増殖 ヲ認 メ、

肺胞内滲出物 ヲ抱擁 シテ、次第二壌殖性病愛像

ヲ示 スニ至 ル。斯 カル壌殖性病璽ハ肺胞間質、

氣管支壁等 土モ嚢生 シ、之等病憂ハ次第二高度
も

トナリ乾酪璽性 二陪ル。1ケ 月頃二至 リテ急激

二滲出性病璽 ノ嚢現 ヲ認 ムルモノナリ。郎チ肺

胞内二大滲出細胞 ノ多量ナル部位、多核白血球
ノ

ヲ多量二混ズル部位ヲ生 ジ、又少量 ノ滲出液ヲ

認 人 氣道内再感染像二類似ズル病璽 ヲ示 セリ。

i爽二氣遣内再感染ヲ行ヘルモノニ就キテ見ル

ニ、滲出性病憂ハ早期二登現 スルヲ認 メタリ。

帥チ初期 二白血球竈多 ク、次 イデ大滲出細胞竈

ノ登現 ヲ示 スモ、之二反 シ織維素 ノ析出ハ微量

ニシテ、之等初期病憂 ノ程度ハ弱 シ。1週 間目

頃 ヨリ病璽ハ限局性 トナ リ、一一方壇殖性病墜ハ

次第 二高度 トナリ、類上皮細胞出現 シ、一乾酪愛

性 ヲ示 ス。2ケ 月頃二至z/バ 増殖性病愛ハ更二

圭會彊セラレ、軟化、溶解 シテ空洞形成 ヲ螢 ミ、

或ハ周園二結締織 ノ壌殖著明 トナル茎、之等 ノ

外 二再ピ滲出性病璽 ノ出現 ヲ見ル。肺胞内二大

滲出細胞及 ビ多核白血球 ヲ認 メ、乾酪愛性二陥

レルモノヲ認 メタリ。

更 二氣道内再感染二際 シ、Adrenalinヲ 併用セ

ル例 二就 イテ見ルニ、前詑2例 二比 シ病愛ハ急

激且高度二廣範園二亙 リテ出現 シ、滲出性病憂

ヲ主艦 トシ、定型的壇殖性病憂ハ最後マデ殆 ン

ド出現 セズ、唯後期二於 テ類上皮細胞 ヲ混ぜル

肉芽組織 ノ形成 ヲ認 メタルニ過 ギズ。即チ初期

二於 イテハ、全肺血管殊二肺胞壁毛細血管ハ高

度二籏張 シ、奨液性織維素性物質 ヲ多量二含ム

括

部位 ト、多核白血球滲出部位 トハ混在 シテ登現

シ、次 イデ漿液性物質ハ清失 シ、織維素 ノミ折

出著明ナル部位多撒 二褒現 シ、7日 目頃 ヨリ多

核白血球及 ピ滲出性物質ハ滅少 シ、犬滲出細胞

部位ハ之二代 リ著明二増加 シ、密二集合 シテ肺

胞壁 トノ境界不明瞭 トナリ、2週 間目頃 ヨリ多

核白血球部位ヲ中心 トシテ、乾酪憂性張度二登

現 シ、島岐状又ハ地圖状 ヲナシ、後期 二至 レバ

之等乾酪憂性竈ハ軟化、溶解 シ室洞形成 ヲ螢 ミ、

室洞壁ハ無構造 ノ乾酪性物質及 ビ核破確片 ヲ認

メタルモ、 定型的壌殖性病憂ハ之 ヲ認 メザリ

キ。

之等家兎二於ケル滲出性病憂部 二就 キテ前述 ノ

,如 ク織維素 ノ析出著明ナル病竈、大滲出細胞 ノ

滲出著明ナル病竈及ビ多核 白血球 ノ著明二認 メ

ラルル病竈 トニ分 ヶテ観察 シタルニ、健康家兎

氣道内初感染例二於 テハ、初期 二輕度ナルモ多

核 白血球竈 ヲ認 メ、3日 目頃 二至 リ大滲出細胞

比較的多量二滲出セル病竈 ヲ認 メタリ。1ケ 月,

後二至 リテ出現 セル滲出性病竈 二於 テハ、多核

白血球竈及 ビ大滲出細胞竈 ヲ認 メ、之等病竈ハ

略 気氣道内再感染例2-7日 目所見 二類似セル

モー般二典型的ナラズ。氣道内再感染銅 二於テ
ち

ハ初期(2-7日)ニ アリテハ犬滲出細胞竈及 ピ

多核白血球竈 ヲ認 桑ルモ、織維素竈ハ之三比 シ

輕度ナリ。Adrenalin併 用例二於テハ初期ニア

リテハ多核白血球竈及 ピ繊維素竈 ニシテ、殊 二

織維素竈ハ著明二且高度二褒現 シ、宛 カモ織維

素性肺炎二於ケルガ如 ク、析出セル織維素ハ肺

胞内 ヲ充タシ、各肺胞壁ヲ通 ジテ互二連絡 セル

ヲ認 メタリ、次 イデ大滲出細胞竈 ノ著明ナル嚢

現 ヲ認 メタリ。自1チ之等3型 ヨリ見 ルニ、Adre-

nalin併 用例ニテハ3型 ヲ具備 シ、 ソノ像入覆

二於ケル大葉性乾酪性肺炎 トー致 シ、氣道内再

感染又ハ初感染後期例二於 テハ多核白血球竈殊

二大滲出細胞竈 ヲ主 トシ、細葉性乃至小葉怪滲

出性結核二類似スルモノト思惟 セラル。
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次二之等3型 ノ細胞成分二就 イテ見 ルニ、 ソv

等3型 間二移行型 ノ認 メラルルハ勿論ナルモ、

侍期的ニー定 ノ關係ガ認 メ7ル ・即チー一般』再

感染初期ニハ多核 白血球多ク次 イデ織維素 ノ析

出ヲ見、1週 間二及 ピテ大滲出細胞 ノ出現 ヲ見、

以上 ノ3型 ハ宛 カモ時期的 二移行スル1病 竈 ノ

経過 ノ如クニ認 メラレ得ベキモ、多 クハ各肺胞

間二各々異 リタル關係ガ成立 スルモノナ リト推

定 セラル。帥チ大艦二於イテ織維素析出ヲ來ス

ベキ竈 ハ初期 ヨリ細胞成分少ク、多核白血球ガ

織維素間二散見セラレ、之等細胞ハ間モナク攣

牲 ヲ示 ジ、織維素ハ次イデ殆 ンド完全二吸牧 セ

ラレ肉攣 ノ如 キ所見 ヲ示 サズシテ治療スル傾向

アウ。大滲出細胞 ノ滲出ヲ來 スベキ竈二於 テハ

時 二初期二織維素 ノ析出ヲ見ルモ微量ニシテ、

且又多少 ノ多核白血球 ヲ含 ムモ、後期ニハ殆 ン

ド大滲出細胞 ヨリ成立 シ、該細胞ハ次 イデ細胞

禮 ノ境界不明 トナ リ、攣性 ヲ起 シ脂肪攣性或ハ

乾酪攣性二移行 シ、病竈小ナル時ハ周園 ヨリ結

紳織性細胞増殖ニヨリ抱園セラルル傾向アリ。

多核白血球竈ハ初期 ヨリ該細胞多 ク次第二増加

シテ乾酪性壌死二陥ル傾向強 ク、軟化、溶解 シ

テ空洞形成 ヲ螢 ムニ至ルモノナ リ、結核菌 ヲ見

ルニ多核 白血球竈 ニー般二多 ク殊二室洞壁或ハ

歎 化竈 二於 テハ宛カモ純培養ノ如 ク集團歌或ハ

散在性 二存在シ、獲育旺盛ナルモノ及 ビ短 ナル

退行性璽化 ヲ示スモノ混在ス.木 滲出細胞竈 二

於 テ ハー 般 二僅 少 ニ シテ、 織 維 素 竈 二於 テハ認

メ ラ レザ リキ。 帥 チ之 等 ノ3型 ノ病 竈 ノ費 現 ハ

ー ツニ ハ ソ ノ時 期 的 關係 二基 ク モ ノナ ル モ
、 其

ノ主 票 ナ ル登 生 要 約 ハ再 注 射 初 期 二既 二緯 定 サ

レ居 ル モ ノニ シテ、 互 二或 程 度 掲 立 シタル運 命

ヲ有 ス ル モ ノナ ル ヲ知 ル。 武 田、 新 保 爾 氏 二依

レバ 、 初 感 染 二際 シ初 期 二登 現 セル多 少 ノ多 核

白血球 性 病攣 ハNormergieソ 状 態 二於 テ殊 二

菌 多 量 ノ場 合 ニー 般 的 三見 ラルル 所 ノ非 特 異 性

、病 攣 ナ ル モい1ケ 月後 二出現 スル大 滲 出細 胞 ヲ

圭 トス ル病 竈 ハ氣 道 内 輩純 再感 染 二於 ケ ル ト同

様 、 局 所 二生 ジ タル抗 髄 ト、 侵 入菌 或 ハ増 殖 セ

ル菌 ヲ抗 原 トス ル比 較 的 輕 度 ノ「ア レル ギー 」性

抗 原 抗 髄 反 懸 二 墓 ヅ クモ ノニ シテ、Adrenalin

二依 リ局 所 二抗 禮 ノ増 彊 セ ラ レタル例 二於 テハ

繊 維 素 ノ著 明 ナ ル析 出 ヲ招 來 ス ル モ ノナ リ ト云

フ。 余 ノ 見 ル 所 二 依 リテ モ 之 等 表 現 セ ラル ル

「ア レル ギー」性 攣 化 ハ侵 入 セル結 核菌 ノ数 及 ピ

局 所 二於 ケ ル抗 艦 ノ量 ニ ヨ リテ規 定 セ ラル ル モ

ノ ト云 フベ 久 侵 入菌 ノ歎 多 キ カ、 又 ハ 局 所抗

燈 量 ノ抗 原 二比 シ少 ナ キ場 合 二於 テハ、 白血 球

性 反 鷹 ヲ以 テ登 現 シ、之 二反 シ菌 ノ少 数 ナ ル カ、

或 ハ局 所 二於 ケル抗 艦 量 ノ極 メ テ多 量 ナ ル場 合

ニハ、 織 維 素 ノ腋 胞 内析 出 トナ リ、 大 滲 出細 胞

竈 ハ雨 者 ノ 中 間 的 位 置 ニ ア ル モ ノ ト思 惟 セ ラ

ル。 之 二 醐 シ テハ更 二後 述 スベ シ。

第五章 総括拉ビニ考按

乾酪性肺炎ハ周知 ノ如 ク、病理學的拉 ビニ組織

學的二特殊 ノ像 ヲ呈 ス。即チ病攣 ノ初期二於テ

ハ肺胞内二於 グル充血、水種 ヲ以 テ始マ リ、次

デ織維素 ノ析出、滲出細胞及 ビ多核白血球 ノ嚢

現 ヲ見ルモノニシテ、特有ナルハ之等滲出物ハ

乾酪化ノ傾向彊 ク、脇固有 ノ組織 ト共 二凝固壊

死 二陪 り`更二進 ミテハ軟化或ハ室洞 ヲ形成 シ、

.之等 ノ憂化ハ相錯雑 シテ複雑ナル病豫ヲ示スモ

ノナ リ。

余ハ 先ヅ67例 ノ人艦剖検結核屍材料中、 ソノ

増殖性炎症 ノ存在ヲ考慮 ノ外 二置キ、滲出'性炎

症 ノミヲ圭題 トシテ、之 ヲ細葉性乃至結筋周圃

炎性肺炎、小葉性乾酪性肺炎及 ビ大葉性乾酪性

肺炎 ノ3群 二分チ、組織墨的検索 ヲ試 ㍉ 更二

家兎二於 ケル人型結核菌輩純氣道内感染、感作

家兎氣道内再感染及 ビ再感染 二際 シテAdre-

nalinヲ 併用 シテ、 ソノ「アジルギー」性反鷹 ヲ

肺胞内二増彊セシメテ生 ジタル乾酪性肺炎 ノ3
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者 ノ肺炎像 ヲ組織的二再検討 シテ雨者 ヲ比較 シ

タルニ、人艦、家兎 ノ如何 二關セズ、又病竈 ノ

庚狭二閣 セズ1>織 維素 ノ析出ヲ圭 トスルモノ、

2)大 滲出細胞 ヲ主 トスルモノ及 ビ3)多 核白血

球 ヲ圭 トスルモノノ3型 二大別スルヲ得 タリ。

1)'wa維 素 ノ析出著明ナル病竈

本病竈ハ主 トシテ繊維素 ノ肺胞内二於 ケル析出

著明ナルモノニシテ、炎症 ノ初期二於 テノ、、時

二少歎 ノ未ダ璽姓 ヲ示 サザル大滲出細胞、多核

白血球、淋巴球 ヲ認 ムル事 アリ。t繊維素ハFi・

brin染 色二依 リテ、 繊細ナルNetz欺 ヲ形成

セルヲ認 メタリ。而 シテ之等滲出物ハ炎症沈静

二赴 クニ随 ヒ吸牧 セラルルカ又ハ繊維形成機轄

ニゴリ包園或ハ病竈内二侵入 シテ漸時組織化 セ

ラルルニ至ルモノニシテ、例ヘバNr.1572二

於 テ認 メラレタリ。之等病竈 ノ包園或ハ繊維増

殖機轄ハCeelen二 依 レバ肺胞壁、氣管支周園

或ハ間質二存スル結核等 ヨリスル肉芽組織 二依

ルモノナリトシ、 コノ際殊 二肺胞内 ノ繊維i素性

滲出物 ガコノ機韓 ノ嚢現 ヲ促スモノニシテ、健

全ナル毛細血管 ノ存在 ヲ必要條件 トス ト云 フ。

Orthハ 繊維素性滲出物 ヨリ硝子様物質 ノ登生

スト云 ピ、Huebschmannハ 繊維素多 ク認 メラ

ルル部ハ乾酪愛性ヲ來 シ、繊維素少 ク細胞二富

メル部ハ肉質憂性 ヲ來 シ易 シト云 ヘリ。Hubert

二依 レバ之等滲出物二組織化機轄始マルヤ、先

ヅ肺胞隔壁 ヨリ幼弱ナル肉芽組織ガ肺胞内二侵

入シ、而 シテ之 等肉芽組織ハ 充血 セル毛細血

管、細胞成分及 ビ少撒 ノ繊細 ナル結締織繊維ヲ

有 シ、屡 ㍉細長尖鋭ナル細胞ガ突起 ヲ間質 ヨリ

肺胞内二出シ、他端ハ核 ヲ有 シテ間質内二占居

スルヲ認 メ、カ ・ル繊維ガ漸時肺胞内二侵入 シ

テ之ヲ充タシ進 ミテ肺胞孔 ヲ通 ジテ他 ノ肺胞内

二侵入、カクシテ肉質攣性 ヲ生ズルモノナリト

質ヘリ。

余 ノ例二於テモ釧 固ノ肺砲二亙 リテ生 ジタル織

維素竈ハ肺胞隔壁ヲ通 ジテ互二連絡 シ之等繊維

素ハ漸時肺胞壁ム接スル部位 ヨリ太 サヲ増加 シ

粗ナルNetzヲ 形成 シ、 ソノ間隙ヲ充スガ如

ク、繊細ナノヒ繊維素 ノ存在スルヲ認 メタリ。次

二大滲出細胞(淋 巴球 ヲ含 ム)ノ肺胞内出現 二比

例 シテ、郎チfl型ヘ ノ移行型 ト思ハルル如 キ病

竈 二於テハ、前記繊維ハ更二太サヲ増加 シ、一

方肺胞壁 二於 テ増殖 セル結綿織ハ申心部 二向 ヒ

テ侵入 シ、病竈ハ周邊 ヨリ之等増殖 セル結締織

ニゴリテ包園 セラレ、結締織性包嚢性病竈 ヲ形

成スルヲ認ム。

吸牧機轄二閣シテハ、今直チニ之 ヲ断定 スルニ

足ル著明ナル所見塗シ.之 吸敗機轄 ノ完了セル

病竈二於テハ、之組織學的二詮明 シ得 ザ ル 事

實二依ルモノナルベ シ。然 レ共之ガ機轄 ノ想像

セラルル所見二接 シ得 タリ。即チ1338例 及 ビ

1572例 二於テ、稽 支廣範 ナル部位二登生 セル繊

維素竈ハ、 ソノ申心部二近ヅクニ随 ヒ次第二繊

細ナルNetzト ナリ、略 く中心部二於テハ全 ク

繊維素 ヲ認 メザル室白部ヲ認 メ、之二反 シ周邊

部即チ肺腔壁二近ヅクニ随 ヒ、繊維ハ太サヲ増

加 シ、之等繊維ハ互二融合 セル如キ所見ヲ示 セ

リ・之炎症初期二滲出セノ職 維素 ノソノ鋒 炎辱

沈 静 ス ル ニ随 ヒ漸 時 周 邊 部 ヨ リ織 維 壇 殖機 輔 行

ハ レタ ル モ、 何 等 カ ノ事情 ニ ョ リ ソ ノ後 ハ 治 癒

機 轄 進 展 セ ズ、 中 心部 ヨ リ吸牧 機 轄 ノ起 ジル 爲

ナ ル ベ シ。 實 験 的 繊維 素 量 二於 テハ 織 維 素 析 出

/、急 激 ニ シテ且 急 速 二浩 失 シ ソ ノ間 二特 異 ノ病

簗 ヲ示 サ ズ。

之 ヲ要 スル ニ織 維 素 析 出 ヲ主 トス ル之 等 病 竈 ハ

早 晩 吸 牧叉 ハ機イヒ機 轄 二依 リ治 癒 二向 フ モ ノ ト

云 フベ ク3型 中最 モ豫 後 ノ良 好 ナ ル モ ノナ リ。

之 等 繊 維 素 竈 ノ嚢 現 ハ人 盤 結 核 例 二於 テハ圭 ト

シテ大 葉 性 乾 酪 性 肺 炎 二毎 常 著 明 二認 メ ラ レ、

小葉 性 肺 炎 ニ ハ少 ク、 細 葉 性 乃 至 結 節 周 園 炎 例

ニハ殆 ン ド出現 セザ リキ
。 而 モ實 激 的 家 兎 結 核

例 二於 テ モ氣,道内再 感 染 二Adrenalin'ヲ 併 用

シテ「ア レル ギ ・一一一一J」M1肺胞 炎 ヲ高 度 ナ ラ シノ タル

例 二於 テ、 再 感染 後 一 定 期 日(5日)二 甚 ダ著 明

二登現 セル 干、 以後 急遽 二潰 央 シ、Adrenalin

ヲ併用 セ ザル氣 道 内感 染 例 蕊 ハ微 量 二、 輩 純 感

染 例 ニハ全 ク出現 スル 事 ナ カ リキ。
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帥 チ人 髄 二於 テ モ動 物 實 験 二於 テ モ、大 葉性 乾

酪 性 肺 炎 ノー ツ ノ 特 徴 ト認 ムベ キ モ ノ・ナ レ ド

モ、 先 二 教 室 ノ野 村 ガ ナ セ ル如 ク 血 清 「ア レル

ギ ー」二於 テ 氣 道 内 血 清 再 注 入 二 際 シ テAdre-

nalinヲ 併 用 セル 高 度 ノ血 清 「ア レル ギー」性 肺

炎 、或 ハ 同 ジク教 室 ノ珠 玖 ガ肺 炎 隻 球 菌 氣道 内

再 感 染 二際 ジテ、Adrena!inヲ 併 用 セ ル高 度 ノ

肺 炎 菌 「アvル ギ ー」樫 肺 炎 二於 テ モ、 一一定 時期

二於 テ毎 常 ソ ノ「ア レル ギーJ性 肺 炎71曾 強 トー

致 シテ 多 量 ノ 繊 維 素 析 出 ヲ 認 メ タ ル 事 實 二鑑

ミ、 コ ノ結 核 「ア レル ギー」二於 ケル 肺 胞 内繊 稚

・素 ノ析 出 へ 高 度 二 誘 獲 セ ラ レタル 結 核 「ア レ

つレギ ー」二基 クモ ノモ ノナ ル ハ 容 易 二 首 肯 シ得

ラル ル所 ナ リ。 而 モ コ ノ際 前述 セル如 〃局 所 ノ

菌 ノ全 ク 謹 明 シ難 キ 事 實 ハ ソ レ等 高 度 ノrア レ

ル ギー」炎 ノ結 果 トシテ 肺 胞 内 結 核菌 ガ 縮 テ抗

原 ト シテ使 用 サ ル ル ニ 至 リタル 爲 ナ ウ ト椎 定 ス

ル事 ヲ得、 之 等 繊 維素 竈 ガ ソ ノ豫 後 極 メテ良 好

ナル結 果 ヲ取 ル事 實 ヘ コ コニ原 因 ヲ有 ス ル モ

ノ ト云 フベ ク、 張 度 ノ「ア レル ギー」性 反 懸 ガ結

局 晃疫 ノー 表現 ナル ヲ 示 唆 スル モ ノナ リ ト信

ズ。イ

2)大 滲 出細 胞 ヲ圭 トス ル病竈e

本 病 竈 二於 テハ圭 ト シテ肺 胞 内 二多 敷 ノ大 滲 出

細 泡 ヲ認 メ ソ ノ間 時 二少 激 ノ多 核 白血 球 、 淋 巴

球 及 ビ極 メ テ 少 量 ノ繊 維 素 析 出 ヲ 件 フモ ノナ

リ。

之 等 大滲 出細 抱 ノ 起 原 二 關 シテハ 幾 多 ノ読 存

ス。 帥 チOrthハ 血 液 説 ヲ樗 へ、 血 液 中 ノ軍 核

細 泡 ガ肺 抱 内 二滲 出 セ ル モ ノ トナ シ、 清 野 、 坂

本 、 村 田等 ハKarmin二 依 ル生 艦 染 色 ニ ョ リ

.肺 泡 間 質 二介 在 セル組 織 球 二 由 ル モ ノ トナ シ、

T6PPischハ 血 管 内被 細 胞 読 ヲ構 へRokitan$ky,

Baumgarten,Aschoff等 ハ肺 胞 上 皮 ヨ リ獲 生

スル モ ノナ リ ト主 張 セ リ。Pagel,Henke、 等 ハ

滲 出細 胞 ノ登 生 バー 元 的 二説 明 シ得 ザ ル モ ノニ

シテ血 管 壁細 胞 、 結 締織 性 細 胞 及 ビ組 織 球 性 細

胞 ハ悉 ク之 二關 與 シ多元 的 ナ リ ト云 フ。

武 田 、新 保 雨氏 ハKqrmin注 入及 ピ吟 氏銀 反

慮 二依 リテ、 大 滲 出細 胞 ヲ2種 類 二大 別 セ リ。

即 チ結 核 菌 及 ビKarminヲ 貧 喰 シ、 銀 反鷹 陽

性 ナ ル モ ノ ト、 銀 反 鷹 陰 性 、 生禮 染 色 像 又 不 明

ナ ル モ ヲ認 メ、 前 者 ハ組 織 球 ニー 致 シ ソ ノ数 多

ク、 後 者 ハ 所 謂 肺 胞 上 皮 ニ ー致 セル 形 態 ヲ ナ

シ、 該 細 胞 ノ腕 落 セル モ ノナ ラ ン ト云 ヘ リ。 眞

島 六肺 胞 上 皮 性 、 組 織 球 性 ノ爾 種 二分 ケ,前 昔

ハ貧 喰 性 陰 性 ニ シテ防 禦 作 用 二 驕與 セザ ル モ、

時 二爾 者 ノ匠 別 困 難 ナ ル場 合 ア リ ト云 フ.以 上

ノ事 實 ヨ リ大 滲 出細 胞 ハ圭 トシ テ組 織 球 二由 來

スル モ ノナ ラ ンモ、 肺 胞 上皮 ノー部 モ亦之 二關

與 シ得 ㍗可 能 性 ア ルハ容 易 二想 像 シ得 ル モ ノナ

リ 。

之等細胞 ・・好 難 二陥 リ、細胞個遷 嶢 界 モ

漸 時 不 明瞭 トナ リ、 同時 二核 破 確 、 核 融 解 ヲ起

シ、脂 肪 墜 性或 ハ乾 酪 攣 性 二 陥 レル ヲ見 ル。 肺

胞 隔 壁 ハ不 明 トナ リ、 炎 症 沈 静 二 向 ヒ病 竈 陳 藷

トナ ル ニ随 ヒ、 周 邊 部 ヨ リ機 化作 用 現 ハ レ、 病

竈 ハ結 締 職 性 二包 裏 セ ラル ル ヲ認 ム。 然 レ共 一
ひ

般 二軟 化 ノ傾 向 ハ見 ラ レズ。

抑 く乾 酪 鍵 性 ハ結 核 性 腐竈 ノ最 モ陥 リ易 キ運 命

ニ シテ、殊 二滲 出性 病 塗 二於 テ著 明 二見 ラル ル

モ ノナ ル モ、 之 ガ顯 著 ナノ硯 象ハ 組織 成分 ノ凝

固 膨 化 二依 ル 死 滅 ニ シテ、Rankeノ ・之 ヲ直 接

ト間 接 二癌 別 シ、 前 者 ハ 非 炎 症性 非結 核 性組織

ガ 確 ル モ ノニ シテ、 後 者 バ特 異 性結M・1生組織 ヨ

リ生 ズ ル モ ノ ナ 享 ト云 ヘ リ。 ソ レガ本態 二關 シ

テハVirchowハ 退行 姓脂 肪 浸 潤 二 因 ル モ ノナ

リ ト構 ヘ シモ、Wegert,Schmaus,u.Albr-

echt,Pagel,Schleussing等 ハ類 壌 死 性 機轄 ヲ

以 テ之 ヲ 鑑 シタ リ ト 爲 ス ヲ得 ズ ト云 ヘ リ。 又

Page1ハ 乾 酪 攣 性 ハ 輩 二類 壌 死 ヲ表 徽 スル脂 肪

沈 著 及 ビ壌 死 ヲ以 テハ理 解 ス ル ニ 足 ラ ズ、 第3

因 子 ノ加 ハ ラザ ル ベ カ ラズ トナ シ、 之 二重 要 ナ

ル意 義 ヲ置 キ タ リ。 帥 チ同質 性 ニ シテ硝 子壕 物

質 ノ沈著 スル事 ヲ認 メ・之・・「種 ノ湧濾液 ガ細

胞 壌 死 二 因 リ凝 固 スル モ ノナ リ トセ リ。L6sch-

ckeハ 硝 子穣 沈 著 ヲ ヲ以 テ抗 原抗 艦 反 鷹 二由 來

スル モ ノナ リ ト爲 シPage1,Schleussing等 之
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」賛成 セリ。

要之、大滲出細胞 ヲ圭 トスル病竈二於 テハ早晩

細胞成分ハ愛性二陥 リ、炎症沈静 スルニ伴 ヒ、

周園 ヨリ結締織性 二包園サレ、病攣ハ大髄 二於

テ之以上 ノ進展 ヲ見ズ、軟化5ζハ室洞形成等ハ

比較的少ナシ。

而 シテ之等大滲出細胞竈 ハ人艦大葉性乾酪性肺

炎二於 テハ織維素竈或 ハ多核 白血球竈間二混在

シテ侮常著明二認 メラルルノミナラズ、小葉性

細葉性肺炎 二於テハ 他 ノ2型 ノ病憂少キニ反

シ、常二多量二登現 シ、 ソレ等病愛 ノ圭艦 ヲ爲

ス揚合多 シ。實験的「アγノセギー」性肺炎二於テ

モ輩純氣道内感染二於テハ初期二嚢現セズ,1

ケ月繭 後個 禮 ノ感 作 セ ラ レタ ル時 期 二滲 出性 炎

症 ノ嚢 現 ト共r現 ハyル 傾 向 ア リ、 叉 氣 道 内再

感 染 例 ニ ア リテハ 比 較 的 早 期 ヨ リ 出現 ス ル 事

多 久 之 二Adrenalinヲ 併 用 セル高 度 ノ「ア レ

ル ギ ー」性 乾 酪 性 肺 炎 二於 テハ 織 維 素 型 及 ビ 多

核 白血 球 型 間 二混 在 シテ常 二著 明 二登 現 シ、 時

・x前記2型 ヘ ノ移 行 型 ヲ示 ス事 ア リ
。 コ ノ際 菌

ハ或 ハ之 ヲ謹 明 シ或 ハ詮 明 シ得 ズ、 比 較 的 僅 少

ノ菌 ト中等 量 ノ抗 髄 ノ存 スル場 合 二登 現 ス ル病

竃 ト思 惟 シ得 ラルル モ ノナ リ。 更 二又 上述 セル

野 村 ノ實駿 的血 溝 「ア γル ギー」性 肺 炎、 珠 玖 ノ

肺 炎 墜球 菌 「ア レル ギー 」性 肺 炎 二於 テ モ、 ソ ノ

本 態 ヲZ等 大滲 出細 胞 ト等 シクス ト信 ズ ベ キ特

定 細 胞 ノ験 現 ヲ見 ル モ ノニ シテ、 斯 カ ル意 味 ヨ

ワ モ、 之 等 病竈 ノ嚢 生 ガ 「ア レル ギー。性 反慮 二

由 來 ス ル モ ノデ ア リ、 結 核 症 二於 テ、 何 等 カ ノ

要 約 二依 リ特 モ張 ク、 廣 範 二登 生 セ シメ ラ レタ

ル モ ノナル ベ シ。

3)多 核 白血 球 ヲ圭 トスル病 竈

本 病 竈 二於 テ ハ多 核 白血球 ヲ主 トシ、 大 滲 出 細

胞 及 ど淋 巴球 ノ嚢 現 ヲ見 ル モ、 織 維 素 ノ肺胞 内

析 出 ハ殆 ン ド認 メ ラ レズ、 之等 細胞 ハ容易 二璽

性 二略 ウ、 核 融解 、 核 破 埣 ヲ起 シ各 細 胞 ノ境 界

ハ不 明瞭 トナ リ、 乾 酪 璽 性 二陥 ル。 肺 胞 隔 壁 ハ

不 明 トナ リ、 更 二進 ミ テハ軟 化或 ハ室 洞 形 成 二

至 ル モ ノナ リ。Baun,garten二 依 レバ軟 化 ハ乾

酪 姓物 質 ガ水 分 吸 牧 二依 リ膨 化 セル 結 果 ニ シ

テ、 コ/際 大 滲 出細 胞 及 ビ多 核 白血球 ノ 之 二 關

與 ス ル モ ノナ リ ト云 フ(PyoideErweicbung)。

竹 内,湊 川 ハ各 種 結 核 病 竈 殊 二肺 炎 竈 及 ビ室洞

壁 二於 テ、 著 明 ナ ル多 核 白血 球 集 積 ヲ認 メ、

コ ノ膿 檬 所 見 ヲ呈 セル、 氏 等 ノ所 謂 白血 球 性 膿

様 竈 二於 テ、 結 核 菌 多 撒 二認 メ ラ レ、 之 ガ乾 酪

化 、 軟 化 、 室 洞 化 ノ源 ヲ ナ シ、 結 核 菌 少数 ノ時

ハ 乾 酪 攣 性 二陪 リ、 多籔 ノ時 ハ 軟化 、 室洞 化 ス

ル モ ノニ シテ之 ガ登 生 二 多核 白血 球 ガ重 要 ナ ル

意 義 ヲ有 スル モ ノナ リ ト構 セ リePage1ハ 之 ヲ

Allergleヨ リ説 明 シ、遇 敏 獣 態 二於 テ起 ル特 異

反 懸 ニ シテNormergie二 於 テハ起 ラズ ト圭 張

老 リ。 即 チ彼 ハKochノ 實 験 二 嗜示 ヲ得 テ海 猿

皮 下 二結 核 性 組織 移 殖 試 験 ヲ行 ヒタ ル 土、 一 定

期 日後 初 感 染 動 物 二於 テハ 移 殖 セル組 織 ハ比 較

的原 組 織 ノ構 造 ヲ示 シ、 ソ ノ周 邊 部 二白血 球 集

積 ヲ認 メ タル ノ ミナ ル ニ反 シ、 再 感 染 載 物 ニ ア

リテ ハ原 組 織 融 解 シテ殆 ン ド痕 跡 ヲ留 メ ザ ル ヲ
ジ

認 メ タ リ。室 洞形 成 二 關 シテノ・古 クハVirchow

ハ有 機 性 無性 物 ニ ヨ リ 起 ル 融 解 ト 同一覗 シ、

Friedrich,Orth,MUIIer.Huebschmann等 ハ

結 核 菌 ノ刺 韓 二依 リテ遊 走 シ來 レル 白血 球 ノ崩

壊 ニ ヨ リ遊 離 セル蛋 白質 溶 解 酵 素 ノ作 用 二依 ル

ラ ノナ リ ♪セ リ。 又 免 疫 學 的 見 地 ヨ リ論 ゼ ル モ

ノニRanke,Pagel,Huebschmann,Schleusボ

8ing,Sehmincke等 ノ詳 細 ナル研 究 ア リ。 武 田

新 保 雨 氏 ハ室 洞 形 成 ハ結 核 菌 二依 リテ左 右 セ ラ

t/且 生 艦 ノAUergie及 ビImmunit畿 モ又 間

接 乃 至 直 接 的 二影 響 ヲ及 ボ シ略 複 雑 ナ ル要 約 ノ

下 二登 生 ス ル モ ノナ ラ ン ト云 ヘ リ。

次 二本 病 竈 ハ上 述 セル如 ク人 燈 二於 ケ ル大 葉 性 、

乾 酪 性 肺 炎 二於 テ多 量 二認 メ ラ レ、乾 酪 攣 性 、軟

化 ノ主 髄 ヲナ シ,小 葉 性 乃 至 細 葉 性 肺 炎 ニ ハ殆

ン ド謹 明 シ難 ク、 従 ツテ本 竈 ノ認 メ ラ レザ ル例

ニ ア リ テ♪、軟 化 、溶 解 ヲ見 ル事 叉少 ナ ガ リキ.家

兎 例 二於 テハ氣 道 内 初感 染 初 期 二多少 ノ多 核 白

血 球竈 ノ登 現 初 感染 ブ レ ドモ、 多 クハー 過 性 漏

経 過 シテ次 ナ ル病竈 ヲ造 ラズ シテ潰 失 シー 般肺
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炎初期 ノ像二近ク、感作例氣道内再塵置二於 テ

ハ部位的二大ナル多核白血球竈 ヲ形成 スル擾合

アリ、 ソノ最 モ著明ナルハ再感染二Adrenalin

ヲ併用セル高度 ノAllergie例 ニシテ、多藪 ノ多

核 白血球ハAbsceSsecヲ 爲 シテ嚢現 シ、乾酪

性 ヨリ軟化二移行ス。 コノ際後述スル如ク菌量

へ 他種病竈 二多クハ陰性ナルニ係 ラズ、初期

ヨリ比較的多量二存 シ、室澗形成二至 リテ特二

多量』檜殖スル∫・、本竈 ノ嚢生ガ菌 ノ特二多量

二存在 セル爲二蛋生 スルモノナルヲ想像セシ

ム。 シカモNormergie例 二於テハ、菌ハ多量

ナルモ該病簗 ノ比較的輕度 ナル 事實 ヨリ見 レ

バ、此慮ニモ亦一一定度 ノAllergie献 態 ノ存在

ヲ不可訣 ノ條件 トナスモノナルベク、一一定量 ノ

抗騰以上二多量 ノ抗原 ノ侵入スル事二依 リテ生

ズル攣化ナルベシ。斯 カル病竈ハ上述 ノ血清「ア

レルギー」性肺炎、肺炎隻球菌「アレルギー」性肺

炎二於 テモ、結核例二比 シ輕度ナルモ、高度 ノ

「アレルギ忌」性肺炎例乃至抗原量 ノ多量ナル揚

合 二登現 スル事多キ事實 ヨリ見テモ、想像 シ得

ラルル所 ナリ。而 モコノ際菌ガ永 ク壇殖 シテ、

病竃 ノ悪化 ノ傾向ヲ示 スハ、其等乾酪璽性乃至

軟化等 ヲ直チニAllergieノ 直接影響 ナリトハ

断 ジ難 キモ、少 ク トモ菌 ノ残存嚢育ニハ、抗艦

量 ヨリ多量 ノ抗原菌 ノ存在ヲ豫想セシムルモノ

ナ リ。爾後期 ノ乾酪竈乃至軟化室洞竈 二再 ビ旺

盛ナル多核白血球 ノ褒現 ヲ見ルハ、之 ヲ直 チニ

上述 同様 ノ意義二依 ツテ理解 シ得ベキカ否 カニ

ハ議論 ノ存スル所ニシテ、余 ノ今 日ノ追求二依

ツテノ、未グ之 ヲ確實ニスル事 ヲ得ズ。

4)各 病竈 ト結核菌 トノ關係

結核病竈 ト結核菌 トニ閣 シテハ、現在既二研究

シ盤サvタ ル感 アルモ今2--3ノ 文献 ヲ引,M[シ

テ見ルニ、堀地ハ滲出型二於 テ分細葉性、細葉

性竈 ノ純滲出型或ハ乾酪性 ノモノニテハ、中心

部昌可成 リ多撒存 シ、楠圓輩核細胞 ノ核崩壊 セ

ル部之二次ギ、一般二織維素量多 ク白血球少敷

ナル部ニハ菌数少 久 之二反 シ織維素量少 ク白

血球多 キ部 二多 シ。小葉性、大葉性竈 二於 テモ

之 二準 ズルモ屡 く隈局性二白血球壇加 シ軟化現

象存スル部 ニテハ特 二多キコ トアリ、包嚢性及

ビ竈内織継 曾殖性竈 ニテハ少藪ニ シテ屡 ㌃陰性

ナル コトアリ、特 二繊維素壇加 セル部 ニテハ之

ヲ謹明スルコ ト甚 ダ少 シ。軟化竈 ニテハ殆 ンド

無撒 二存ス。室洞 ニテハー般 二無撒 二存在スル
奪モ清漂性室洞壁 二於 テハ少激ナリト云ヘ リ。竹

内、湊川等ハ加答見姓肺炎 二於 テハ菌鍬少 ク、

分葡 伏態ハ散在姓 ニシテ櫻 犬菌 ヲ認 メ、 白血球

性膿様竈ニテハ他 ノ病竈 二比 シ最 モ多 ク菌ハ散

在性分布 ヲ認 メルコト多 クー部ハ群集 シ形態桿

妖 ナリ。乾酪竈二於 テハ菌ハ無激二存 スルコト

多 ク、散在性 ノモノ少 ク群集又ハ團塊 ヲナシ粁

妖、連鎖状、穎粒状ナリ。結締織化竈 二於 テハ

菌ノ、僅少、又ハ謹明セラシザルコト多 ク散在性

又ハ群集姓ニシテ連鎮歌、穎粒状 ヲナス ト云ヘ

リ。佐々木ハ滲出性乾酪姓肺炎竈 ヲ結核菌 ノ多

寡 ヲ目標 トシテ3型 二分類 シー般 二未乾酪竈二

於テ多歎 ノ菌 ヲ認 メ、彊度乾酪化二進ムニ伸 ヒ

菌ハ少数又ハ全 ク認 メラレズ、軟化室洞竈二於

テハ病攣進展 シツツアル部二多敷二認 メラレ、

而 シテ稽 ζ太キ桿菌私 正常桿菌形 ハ活動的乃

至定型的結核菌ニシテ、連穎粒型、涙 レ縄状連

穎粒型及t弧 在穎粒等ハ前者 ノ退行死滅二向7

形態所謂退行型ナルベシト云ヘ リ。

結核菌 ノ肺胞内二侵入スルヤ、 白血球先 ヅ滲出

シテ之 ヲ包園 シ、次イデ大滲出細胞 ノ出現 ヲ見、

之 ガ防禦作用 ヲ褒揮 シテ侵入異物タル結核菌 ヲ

貧喰スルハ武田、新保爾氏 ノ實験二徴 シテモ明

ラカナル事實 ニシテ、帥チ細胞成分 ノ多歎二滲

出セル病竈 二於 テ、多歎 ノ結核菌 ヲ認 ムルハ當

然 ノ事ナルベ シ。

余 ノ所見 二於テモ前記3型 申、織維素析出 ヲ主

トスル病竈 二於 テハ 殆 ンド菌 ヲ謹明 シ得ザ リ

ギ。大滲出細胞 ヲ主 トスル病竈 二於テ乃少数 ノ

菌ヲ認 メ、且同時二存在スル多核白血球 ノ撒二

比例 ス。即チ主 トシテ大滲出細胞 ノミヨリ成 レ

ル病竈二於 テハ殆 ンド之 ヲ認 メザルニ反 シ、滲

出 セル多核白血球撒 ノ多クナルニ随 ヒ菌撒」処曾
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加 スルヲ認 メタリ。而 シテ比較的新鮮ナル病竈

二於 テハ菌ハ略 く散在性ニ シテ桿菌形ナリ、大

滲出細胞二璽性現 レ、脂肪璽性又ハ乾酪攣性二

陥 レル部位ニアリテハ菌ハ殆 ンド認メラレズ。

張 ノ所見ニー致ス。病竈陳茜二赴キ結締織性包

嚢 ノ起 レル病竈二於 テハ菌 ヲ認ムルヲ得ズ.次

二多核白血球 ヲ圭 トスル病竈ニアリテハ、3型

中最 モ結核菌多 ク、新鮮ナル病竈ニテハ桿菌形

ノ可成 リ多歎 ノ菌ガ散在性二認 メラル。多核白

血球 ノ核融解、核破確 ヲ示 セルモノニアリテ!、

多数 ノ菌 ノ散在性二認 メラレ、更 『蓮 ミテ乾酪

憂化ヲ示 セル部位ニアリテハー般二多敷屯シテ

散在性 二或ハ集團ヲナ シテ存在 シ、桿菌形又ハ

稽メ短 ナルモノ承 ビ穎粒形 ヲ示 セリ。軟化竈及

ピ室洞壁二於 テハ非鴬二多薮 ノ菌 ガ集團的二存
ノ 　

在 シ桿菌形、稽 丸短 ナルモノ及 ビ穎粒型 ヲ認 メ

タリ。之等菌 ノ登現 ト各竈細胞成分 トノ關係二

就 イテハ己二前述 セル如 シ。

5)人 魑二於ケル乾酪性肺炎 ト實験的乾酪性肺

炎

以上詳遍セル如 ク、余ハ人禮二於 ケル大葉性乾

酪性肺炎、小葉性乾酪性肺炎及ピ細葉性乾酪性

肺炎乃至結節周園炎二就 イテ、 ソレ等 ノ滲出性

病竈 ハ3様 二匿別サルたキヲ指摘 シ、 コノ3病

竈即 チ繊維素竈、大滲出細胞竈及ビ多核白血球

竈 ハ夫々蜀立 シタル運命ヲ以テ漕長スル事實 ヲ

詮明 シタリ。而モコノ際 二於 ケル結核菌モ亦之

等3竈 間二於テ互二異 リタル關係 ヲ示 スモノナ

ルヲ知 リタリ。

先 二武田、新保爾氏ハ家兎氣道内結核菌再感染

二際 シ、同時二Adrenalinヲ 併用スルコトニ

依 リ、肺 ノ結核「アレルギーJ性病憂ハ極度 二増

彊セラレ、人禮 ノ乾酪性肺炎二比スベキ病型 ノ

成立 スル事 ヲ明カニシ、 コノ事實 ヨリ人禮 ノ乾

酪性肺炎ハ肺胞内二重曾強 セラレタル結核「アレ

ルギ烈 二外 ナラズト云ヘリ.礎 來入禮 ノ大葉

性乾酪性肺炎 ノ褒生二關 シテハ幾多 ノ説存 シ、

特 二Allergieガ 密接チル關係 アリト信ギルモ

ノ多 キモ、未ダ實瞼的二人磯病鍵二比スベキモ

ノヲ惹超セシムルヲ得ザリキ。然ルニ武田、新

保雨氏 ノ爲セル家兎 ノ「アレルギー」性乾酪性肺

炎ハ、正二入艦 ノソレニー致スルモノト云 フペ

久 ソノ襲生機轄ハ殆 ンド解明セラレタリト云

フベキナリ。

而 レ共人艦二於ケル大葉性乾酪性肺炎二褒現 ス

ル上述 ノ個々ノ病竈 ノ相互關係乃至 ソノ蓮命ガ

果 シテ凡テ之等實験的肺炎二於 テ認 メ得ベキカ

否 カバ、未ダ全 ク鮮明セラレタリトハ云 ヒ得 ザ

リシモ、余 ノ今 日ノ追求二依 リコノ實験的乾酪

性肺炎二於 テモ、上述 ノ3病 竈 ノ嚢現 ヲ明ラカ

ニ立謹 シ、而 モコノ蓮命二就 キテ興味アル事實

ヲ知 リタリ。帥チコノ實験的乾酪性肺炎 二於 テ

ハ、再感染初期二先 ヅ多核白血球竈饗現 シ、次

イデ5日 頃二繊維素析出 トナリ、 コノ前後 二大

滲出細胞竈 ヲ形成スeコ ノ経過 ヨリ見 レバ1個

ノ病竈 ガ侍期的二斯 カル鍵化ヲ示 スハ勿論ナレ

ド同一時期二於テ、縮テノ病相が同一ナ リトハ

云 ヒ難 ク、初期 二比較的多核 白血球多キ部位ハ

時期 ト共 三多少繊維素或ハ大滲出細胞 ヲ混ズベ

キモ、結局多核白血球竈 トシテ終始 シ、遽 二乾

・酪璽性 二移行 シ
、比較的多核 白血球少 キ病竈ハ

逞 レテ大滲酪細胞竈 二或ハ織維素竈 トナリ、多

クノ病竈ハ 夫々掲立セル還命 ヲ有 スル 場合多

シ。實瞼的乾酪性肺炎『於テハ コノ3竈 ハ亙二

多少時期ヲ異ニシテ登生 スルニ反 シ、人髄肺炎

ニテハ同一人二3型 ヲ認メルハ、實験的ニハー・

過性二慮置ヲ加 フルニ反 シテ、人禮二於テハ纏

綾的二繕ヘズ、・抗原物質 ノ盛現スル事二由ルモ

ノナラン。

帥チ入膣二於 ケル大葉性乾酪姓肺炎ハ 増彊 セ

ラレタル肺胞性結核「アレルギー」トソノ全禮的

病製 ノミナラズ.個 々ノ病相乃董 ソノ本質、経

過 ヲーニスルモノニシテ、人禮二於ケル之等肺.

炎モ亦實験例同様、壇張セル結核「アレルギー」

性抗原抗艦反鷹ニソノ原因 ヲ求ムルコトヲ得ベ

シo

之 等3型 ノ登 現 ノ意 義 二關 シテハ、 人 艦 、 實 験

例 ヨ リi欠ノ如 キ關 係 ヲ求 ム ル ヲ得 ベ シ。
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L繊 維素竈一抗原(菌)〈 抗艘→治癒,

皿・灘 二原抗(齢 畷 線
性室洞

化
皿.多 核白血球竈一抗原(菌)〉 抗盟→乾酪璽

性室洞化

尚 コノ關係 ヨリ大葉性乾酪性肺炎 ノミナラズ、

小葉性、細黛性乾酪性肺炎 ノ成立 ヲモ読明 シ得

ルモノニ シテ、之等ガ圭 トシテ、 ソノ増殖炎ヲ

第 五章 結

余ハ武臥 新保雨氏 ノ實験的根篠二立脚 シ、人

罷乾酪匪肺炎拉 ビニ實験的家兎乾酪性肺炎二就

キ、病理組臓學的検索 ヲ行 ヒ、次 ノ結論 ヲ得 タ

リ。

1)乾 酪性肺炎ハ人盟及ビ家兎(Adrenalin加 、

氣道内再感染、武田、新保)二 關セズ、又侵襲

病攣部位 ノ廣挾二關 セズ、圭 トシテ繊維素 ノ析

出 著明ナル病竈、圭 トシテ犬滲出細胞 ノ滲出著

明ナル病竈及 ビ圭 トシテ多核 白血球 ノ滲出著明

ナル病竈 ノ3型 二大別スルヲ得 タリ。

匂 圭 トシテ繊維素 ノ析 出著明ナル病竈 二於 テ

ハ、少数 ノ大滲出細胞及 ビ淋巴球 ノ滲出ヲ見ル

モ、多核 白血球ハ殆 ンド認 メラレズ、又結核菌

及 ビ乾酪攣性ハ認 メ難 シ.

3)圭 トシテ大滲出細胞 ノ滲出著明ナル病竈二

於テハ、時二繊維素 ノ析出及 ピ少敷 ノ多核白血

球 ヲ見ルモ結核菌バー般二少 久 脂肪攣性或ハ

乾酪化 ヲ示ス傾向強 シ。

4ノ 主 トシテ多核白血球 ノ滲出著明ナル病竈二

於テハ、時ユ少数 ノ大滲出細胞、淋巴球 ヲ認メ

結核藷最モ多 久 乾酪攣性二陪 リ軟1し 溶解 シ

テ室洞形成 ヲ螢 ム。

5)以 上乾酪性肺炎 ノ3病 竈ハ亙 二混在 シ又 ア

ル程度移行スルモ、多 クハ濁立 シテ個有 ノ蓮命

ヲ辺ル。 ・

6>實 験的結核性肺炎二於 テ)・3病竈ハ互ニソ

ノ時期 ヲ異ニシテ襲現 シ、 アル程度一病竈 ノ経

過 トシテ見ル事 ヲ得 ルモ、大部分ハ各蜀立 シタ

除外 シテ、滲出炎 ノll型ヲ有スル事多キハ、抗

原量及 ビ抗艦共二比較的少量二饗現スル爲二斯

カル攣化ヲ來 スモノニシテ、 ソノ経過ハ比較的

良好 ナリ。實験的結核 二於 テ結核感染動物 二輩

純氣道内再感染ヲ行 ヒタル例 ノ病憂 ガ主 トシテ

コノ皿型ニー致 スル=事實 モ亦、人艦二方冬ケル小

葉性、細葉性肺炎 ト同一意義ユ理解 スル事ヲ得

ベ シoe

論

ル経 過 ヲ示 ス モ ノナ リ。

0以 上ノ閣係ハ人wa家 兎一關賦 常一同

.一二號 現 ス ル事實 二鑑 ミ、 人禮 二於 ク ル大 葉 性

乾酪 性 肺 炎 ノ嚢 生 ハ圭曾彊 セ ラ レ タル ーヲ

トス ル結 核 「ア レル ギ ー 二 ・ レ ゴ ト ヲ

ベ シ
0

8)小 葉性 乾賂 姓肺 炎 ハ以上3型 中特 二H型

(大滲出細胞型)ノ ミ著明二登生 シ、他 ノ2型 ハ

認 メ難 久 ソノ像ハ實験的結核菌氣道内再感染

(Adrenalinヲ 加ヘズ)初期像ニー致 ス。

9)細 葵性肺炎像及 ビ結節周園炎ハ攣化弱 ク3

型中ll型 ノミ稽 く著萌ナルモ、他2型 ハ詮明セ

ズ、 コノ像ハ實験的結核菌初感染後期 ノ「アレ

ルギー」性病攣二近 シ。

10)小 葉性乃至細葉 性 滲 出性肺 炎 ノ嚢生ニモ

「アレルギー」バー定 ノ役割ヲ演ズ
。

11)以 上 ノ事實 ヨリ、結核rアvル ギー」性肺炎

ノ襲生二際 シ、抗禮多 ク抗原菌量之二件・・ザ レ

パ、菌ハ縮 テ抗原 トシテ使用 サレ、繊維素型 ト

ナリ、良好ナル経過 ヲ示 シ抗謄 ヨリ抗原菌量多

量ナレバ多核 白血球型 トナリ、菌ハ残存 シテ乾

酪愛性、室洞形成 ト移行 シテ悪化二辿 キ、爾者

中等度 ナル場合ハ大滲出細胞型 トナル。帥チ雨

者 ノ移行型 ヲ示 スモノト思惟セラル。

欄筆スルニ當 リ、御懇篤ナル御指導、御校閲 ヲ

賜 ハ リタル恩師武田藪授拉 ピニ多大 ノ御鞭捷御

教示二與 リタル新保助教授二衷心 ヨリ感謝ノ意

ヲ表 スルモノナリ。
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